


[image: ]








[image: ]









愛なき夫婦の契約結婚
～好きになったらいけません～









［著］佐久良慶
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「ここに君が署名と捺印をしたら完成だ」

　彼はそう言って、目の前に書類を出した。事務仕事の一環のような何気ない動作だったが、これは本来ならそのように軽く扱えるものではない。

「……」

　左上に書いてある「婚姻届」という言葉に圧倒され、思わず何度か瞬きをする。

「……気が変わったのか？」

「い、いえ。変わってないです」

　彼に急かされ、慌てて震える手で署名と捺印をする。うまく印鑑を残そうと思ったのに端のほうがかすれてしまったが、彼は気にしていないようで、満足げに目を細めて書類を手に取る。

「これを役所に提出すれば、俺たちは正式に夫婦になる」

「そう、ですね」

　戸籍上は夫婦となるが、彼との間に愛はない。むしろあってはならない。そういう契約をした上での婚姻だ。

「これからは夫婦としても、よろしくな」

「はい。よろしくお願いします」

　契約結婚だとしても……一介の販売員でしかない人間が、老舗和菓子屋の御曹司と夫婦になる日が来るなんて思ってもみなかった。きっと数日前の自分にこのことを話しても、絶対に信じてくれないだろう。「そんな訳の分からない空想をしている暇があるなら、少しでも仕事してお金を稼いだほうがいい」と、目の下に隈を作りながら言うはずだ。
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「はぁ……」

　休憩室の椅子に座り、田実たみ春那はるなはスマートフォンの画面を見てうなだれていた。口座の残高が確認できるアプリに映し出されている数字は、相変わらず心もとない。

（今月もギリギリだ……）

　亡き父が残していた借金の存在を知ったのは、大学三年生の時。春那が就職活動の準備を始めたばかりの頃、偶然貸金業者からのハガキを見つけてしまったのがきっかけだった。

（お母さんの稼ぎは悪くないはずなのに、なんでずっと生活が苦しいのか不思議だったけど……まさか、借金があったなんてね）

　母は自分一人で返せると思って十年前から地道に返済していたのだが、利息が膨れ上がり、返し切れずにここまで来てしまったらしい。そんな状況でも春那を大学に入れた理由は、親のせいで子供の未来を狭めたくなかったからだと、あの時母は涙ながらに話した。

（でも、私は進学せずに働いたほうがお互い楽だっただろうな。今更言っても仕方ないから、本人には言わないけど……）

　一人で抱え込んでしまった母を責める気にはなれなかった。過去の選択を悔やんでも仕方がない。問題はこれからどうするかだ。そう考えた末、春那は就職活動を行わないことにした。就活をするにも、スーツや写真代、交通費等色々と金がかかるからだ。幸い、大学入学後バイトとして働いていた老舗和菓子屋、「菘木すずなぎ右膳うぜん」から正社員の誘いがあったため、就職先に困ることはなかった。

　本当は大学もすぐに辞めるつもりだったが、母の意向もありなんとか卒業し、春那は菘木右膳に正社員として入社した。しかし、借金を早く返済することを考えると、ここの給料だけでは足りない。そこで、春那は就業規則を破り、アルバイトをすることにしたのだが……ダブルワークは思ったよりも心身に負担がかかり、どちらの仕事にも集中出来ない日々が続いていた。

（本当はもっと働いてお金を稼ぎたいけど、これ以上はまずいよね……。最近は、笑顔も満足に作れていない気がする）

　春那は特別器用でも要領がいいわけでもないが、作り笑顔だけは得意だった。そのおかげもあって、接客の評判はそれなりにいい。春那の笑顔を見にわざわざ本店まで買いに来る年配のお客さんもいるくらいだ。その人たちのためにも、せめて店に出ている間は元気を出したいのだが……。

　春那が二度目のため息をつこうとした時、休憩室の扉が開いた。

「田実ちゃん、お疲れ様」

　人の良さそうな笑顔を浮かべた中年女性、吉野よしのが部屋に入ってくる。

「お疲れ様です、吉野さん」

　春那が返事をすると、吉野は隣にある椅子に座り、顔を覗き込んできた。

「あなた、最近顔色が悪くない？　大丈夫？」

　彼女は春那がバイトとしてここに来たばかりの頃、教育係として色々と教えてくれた人なのだが、あれから四年以上経った今でもこうして気にかけてくれている。

「大丈夫ですよ」

「本当に？　しんどかったらちゃんと休むのよ？」

「はい。ありがとうございます」

　春那が礼を言うと、吉野は別の話題を出してきた。

「そういえば、この間姪っ子の結婚式に行ったんだけどねぇ」

　彼女はお喋りが好きで、休憩時間や終業後に自分の近況をよく話す。彼女の息子が大学進学を機に実家を出てからは、近くに住んでいるという姪の話が多くなっていた。

「本当にいい結婚式だったわぁ。ああいう幸せしかない空間って最高よね。……田実ちゃんは、今お付き合いしてる人いないんだっけ？」

「ええ、まあ……今はいないですね」

　と言ったものの、春那は誰かと交際したことなんて一度もなかった。いわゆる恋人いない歴＝年齢というやつだ。

「あなたみたいな子ならすぐに見つかりそうなのにねぇ。良かったらいい人を紹介しようか？」

「え、それは……」

「遠慮しなくていいわよ。あなたからするとちょっと年上だけど、誠実で甲斐性もある人でね……」

　吉野は楽しそうに、その男性がどれだけいい人なのか話し始める。こちらはまだ何も言っていないのに、もう紹介する気になっているようだ。

（困った。なんて言えば穏便に断れるかな。男性不信だから紹介は必要ない、とは言えないよね……）

　好奇心旺盛な吉野のことだ、男性不信の理由を聞いてくるに違いない。

　しかし、高校生の時同じクラスの男子に嘘の告白をされたことがきっかけで……なんて、春那は恥ずかしくて言えなかった。これは母にも話していないことだ。

（理由は話したくないけど、男性と引き合わされるのも避けたい）

　そう思いながら、疲労した脳を無理矢理動かしてしばらく考えていたのだが……特に理由もなく、急に面倒になってしまった。

「……今話せるのはこのくらいかしらね。どう、興味あるなら連絡先を教えるわよ？」

「いえ、興味ないです」

「えっ……？」

　ここまでハッキリと断られるとは思っていなかったのか、吉野は目を見開く。

「実は私、恋愛にも結婚にも興味がなくて。だから紹介は必要ありません」

　本音がするりと口から飛び出した。これも疲れのせいだろうか。

「ああ……そうだったのね。そういう人もいるわよね」

「はい。すみません」

「いいのよ、謝らなくて。……とはいえ、さすがのあなたでも、正周まさちかくんに求婚されたら受けちゃうんじゃないかしら？」

　しっかり拒否したのに、まだこの手の話を続けるつもりなのか、と春那は心の中でため息をついた。仕事中の気遣いは素晴らしいのだが、こういう時絶望的に空気が読めなくなるところが、吉野の悪いところだ。

　彼女が言った正周というのは、菘木右膳の眉目秀麗な跡取り息子で副社長でもある、菘木正周のことで間違いないだろう。接客時以外はそっけない態度を取るが、仕事は出来る有能な青年で、客だけでなく従業員からの支持も厚い。人と個人的な付き合いをしないクールなところも、接客時の笑顔が素敵なところも、着物が似合うところもかっこいい、と同僚たちが楽しそうに話しているのを春那はたまに耳にしている。昔は客相手でもろくに笑顔を見せなかったため、今以上に近寄りがたい雰囲気だったという話も聞いたことがあった。

（まあ、私は意識的にあの人と関わらないようにしているから、詳しくは知らないんだけどね……）

　男性全般が苦手なのだが、美形は特に怖くて近寄れない。嘘の告白をしてきたのが整った顔の男子だったこともあり、その手の男性全員が内心自分を見下し、馬鹿にしていると思うようになってしまったのだ。それが被害妄想であることは、春那自身も分かっている。しかし、分かっていても、どうにもできないことがある。

「……もしかして、私の予想、当たっちゃったかしら？」

　中々返事をしなかったからか、吉野が何か勘違いをしている様子でにやついている。

「いえ……あの人に求婚されるなんて想像もつかなかったので……。万が一、何かの間違いでそういうことになったとしても、私は彼を疑いますね。とてもじゃないですけど、ろくに話したこともない相手に求婚するなんて信じられませんし……」

「あははっ、田実ちゃんって面白いわね」

「へ……？」

「だから、こういうのは実現可能性なんて考えちゃダメなのよ。有名人と恋愛する空想みたいなものなんだから」

　そう言われて、春那はあれが冗談だったことにやっと気づいた。

（あ、そっか。冗談だったんだ……。冗談なのに本気にして答えちゃった……）

　急に恥ずかしくなった春那は、休憩時間終了までまだ少しあったが、「そろそろ時間なので仕事に戻ります」と言ってそそくさと休憩室を出て行った。

　その前に吉野が「でも正周くんってたまにあなたのことを見ているし、全くの脈なしではないかもしれないわね」と話していたのだが、それが春那の耳に届くことはなかった。
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　その翌日、春那は一人で閉店作業をしていたが、雪駄の音が聞こえてきて思わず顔をあげた。

（この音は……）

　後ろを振り向くと、紺色の着物を身にまとった男性が歩いてきているのが見えた。

　短く切られた黒髪に、切れ長の目。鼻筋は高く、すっきりとした顔立ちをしているのだが……春那はそんな彼の顔をしっかり見ることは出来ない。

（なんで副社長がこんな時間に……？）

　菘木右膳は本社の一階に本店を構えているので、店舗勤務以外の社員が降りてくることはよくある。しかし、正周がこの時間に来るのは珍しい。いつもなら自分以外の人が即彼に声をかけただろうが、今ここにいるのは春那一人。自分から行くしかない。

「こ、こんばんは。えっと……店長はもういらっしゃいませんよ」

「いや、店長に用はない」

「そ、そうなんですか？」

「ああ。君に大事な用があるから、少し話をしたい。今時間はあるか？」

「えっ……あ……はい……」

　まさか自分に用があるとは思わず、春那は目を泳がせる。ここで働き始めてからもう四年以上になるが、正周と二人で話すのはこれが初めてだ。

（私の働きを評価して正社員登用を決めたのは彼だって、人づてに聞いたことはあるけど……本当のことなのかどうか分からないんだよね）

　そんな正周が、ただの販売員である春那に一体何の用があるというのだろうか。しかも今彼は、「大事な用」があると言った。

　これまで疲労で小さなミスをしてしまったことはあるが、正周のような上の人間と話さなければならないほどの大ポカはしていないはずだ。

（でも、じゃあなんで……あ！）

　春那は気づいてしまった。ダブルワークがバレたのだと。大事な用があるとしたら、これくらいしかない。

　今から何を言われるか想像するだけで緊張して身体がすくみ上がり、脚が震えた。

「今から話すことは……って、どうした？　脚が震えているが……」

「だ、大丈夫です、覚悟は出来てないけど……します……」

　借金返済のためとはいえ、目先の金ばかりを追い求め、彼の期待を裏切ってしまったことを今更ながら後悔する。しかし、ダブルワークをやめたら借りた金を返し切れない。どちらにせよ自分は詰んでいたのかもしれない。それでも、もっとマシな選択肢があったのではないかと色んな可能性を頭の中で追い求めてしまい、頭がパンクしそうになった、その時――

「覚悟……？　何の話だ……？」

　春那の言っていることが分からない、と言いたげな正周の顔が目に入った。そして次の瞬間、春那の記憶はプツンと途切れる。




「っ……！」

　目を覚ました春那の視界に入ったのは、クリーム色の天井だった。

（ここはどこ……？）

　自分が置かれている状況を理解出来ず、上半身を起こす。周りを見渡したところ、ここが小さな病室で、今は夜だということが分かった。

　いつの間にか病室のベッドで横になっていたようだ。左腕には点滴までついている。

（なんで私が病院に……？　事故にでもあったの？）

　ここに来るまでの出来事を思いだせない。怪我をしているわけではなさそうなので、事故の可能性は低いだろう。

　そんなことを考えていたら、部屋の扉が開いた。入ってきたのは、なんと正周だった。

「起きたんだな」

　春那の様子を見た彼は、ゆっくりこちらに歩いて来る。

「な、何故あなたが……？」

「……？　気を失う前のことを覚えてないのか？」

　春那がこくりとうなずくと、正周はベッドの傍らにある椅子に座り、「こうなった経緯を教えよう」と言った。

　春那は高校時代のトラウマのこともあり、正周と目を合わせることが出来ないので、少しだけうつむきながら話を聞く。

「閉店後、俺が君に話しかけたのは覚えているか？」

「そういえば、そんなことがあったような……」

　先ほどまで記憶がぼんやりとしていたが、正周の話のおかげでだんだんと鮮明になっていく。

　閉店後、二人で話をしようとした時、春那が突然倒れてしまったらしい。そこで正周は急いで救急車を呼んでこの病院に連れてきた。春那を診た医者は、とりあえず一晩点滴を打つが、普段の生活で十分な栄養と休息を取れば問題ない範囲だと言っていたという。

「申し訳ございません……！」

　ここまでの話を聞いた春那の口から出たのは、謝罪の言葉だった。

（体調管理が出来なかったせいで、とんだ迷惑をかけてしまった……！）

　何度謝っても謝り足りないと思っていたのだが、正周は「謝る必要はない」と制止する。

「で、でも……」

「俺は当然のことをしたまでだ。迷惑をかけられたとも思っていない。もう謝るな」

　正周はその後、一呼吸おいて「それより、これを返さないとな」とつぶやき、春那の鞄を渡してくれた。春那は蚊の鳴くような声で感謝の言葉を述べ、中を確認する。といっても、大事なものは財布とスマートフォンくらいしかない。

（心配してるだろうし、入院したことお母さんに伝えなきゃ……って、これ……！）

　通話履歴を見て、全身の血がサッと引いた。今日はシフトを入れていなかったはずなのに、バイト先から電話がかかってきていたのだ。しかも不在着信ではなく、通話履歴が残っている。

「っ……あの、この電話って、もしかして……」

「ああ、俺が取った。シフトの交代についての相談だったな」

　正周は平然と答える。落ち着き払った彼の声からは、何を考えているか読み取ることが出来ない。

「最近、あまり元気がなさそうだということは他の従業員から聞いていたが……フルタイムの仕事が辛かったのではなく、ダブルワークで疲弊していたんだな。今日倒れたのもそれが原因か。……就業規則で副業が禁止されているのは、君も知っているよな？」

「はい……」

　春那は縮こまりながら返事をした。また身体が震えてきたが、点滴のおかげか、少し眠ったからか、気を失いそうにはならない。

「職業選択の自由というものがあるから、ちょっとした副業くらいなら目をつぶるが……本業に支障が出るなら話は別だ」

「ご、ごめんなさい……」

　咄嗟に謝ると、正周は小さくため息をつく。

「違う。俺が聞きたいのは謝罪の言葉じゃない。理由だ」

「理由、ですか？」

「そうだ。君は意味もなくこんなことをする人間じゃないだろう。つまり、ダブルワークには何か理由がある。違うか？」

「いえ……違いません」

「なら話せばいい」

　正周は短くそう告げ、春那の言葉を待つ。彼は本気で話を聞くつもりらしい。

（もう、ここまで来たら腹を割って話すしかない、よね）

「本当に、情けない話なんですが……」

　春那はしどろもどろになりながらも、親の借金について正直に話す。そんな春那を急かすことも責めることもせず、正周は最後まで静かに聞いてくれた。

「なるほど。そういうことか。事情は理解した」

　正周は納得したようで小さくうなずく。

「借金を返すために金が必要なのは分かるが、働きづめで身体を壊してしまっては元も子もないだろう」

「そう、なんですよね……」

　もっともなことを言われ、春那はうなだれた。

「やっぱり、閉店後に話そうとしていたことって、このことだったんですね」

「いや、本題は別だ」

　意外な返事を聞いて、春那は驚き「えっ」と小さく声を漏らす。ダブルワークについて以外で彼と話すことなんてあっただろうか。思い当たる節を探っていたその時、正周が口を開いた。

「俺と結婚してみる気はないか、と聞くつもりだった」

「はい……？」

　正周が言っている言葉の意味が分からない。春那は目を見開き思わず彼のほうを見た。こんなに近くでまともに顔を見るのはこれが初めてだが、そんなことを考える暇はない。

「ええと……私の聞き間違いですよね？　今、結婚という単語が出たような……」

「聞き間違いではない。俺はお前に結婚の話を持ち掛けるつもりだった。……だったというか、今もその気だが」

「そんな、冗談はやめてください」

「こんな時に冗談なんて言うはずがないだろう。俺はお前と結婚したいと思っている」

　確かに、正周の表情からして冗談を言っているようには見えないが……こんな展開はおかしい。春那は昨日吉野とした話を思い出す。

（求婚されるなんて、ありえない空想の話なのに。……あ。これはもしかして、夢？　吉野さんと話したことが、夢になって出てきているのかも。うん。それなら納得できる。これは夢なんだ）

　現実で求婚なんてされたらパニックになって返答が出来なかったかもしれないが、夢ならば少し冷静に考えられる。そう思って自分の頬をつねってみたが、普通に痛かった。

「夢じゃなかった……」

「夢かと思うほど嬉しかったのか？」正周は何故か少し残念そうな声で言った。

「いや、嬉しいわけではなくて……絶対ありえないと思っていたことが起きたので、夢なんじゃないかと思っただけです」

　いまだにこれが現実だということに納得いっていないが、春那は自分の気持ちを素直に伝えることにした。吉野との問答をした後だからか、比較的すらすらと言葉が出てくる。

「ええと……せっかくお誘いいただいたのに申し訳ないのですが、私は恋愛に興味がないので、結婚もするつもりはありません。あなたと結婚することは、その……出来ないです」

　春那が拒否すると、正周は少し安心した様子で息を吐いた。

「君ならそう言ってくれると思っていた」

「……？　今、なんて……」

「俺は、君のそういうところが気に入ったんだ」

　正周は、何故春那にこんな話を持ち掛けたのか説明した。彼も、恋愛や結婚に対するスタンスが同じだったのだ。しかし、菘木家の次期当主として、結婚しないわけにはいかなかった。

「そこで俺は、自分のことを好いている人間、恋愛関係になることを求めてくる人間と結婚しないことにした」

「な、なるほど……？」

　結婚するため、正周はお互い恋愛感情を持つことがない相手を探す必要があった。そして、その相手こそが春那だと言うのだ。昨日偶然、吉野から春那の話を聞いたらしい。

「でも、そういう人は私以外にもいるような……」

「なら、君はそういう人間に会ったことがあるのか？」

「それは……」

　少し考えてみたものの、思い当たる人はいなかった。

「……会ったこと、なかったです」

「そうだろうな。俺も、君を見つけるまでは会えなかった」

　春那は元々交友関係が広くないというのもあるが、色んな人間と関わって来ただろう正周も同じ状況だったらしい。恋愛したい人はそういう人たち同士で集まるからすぐに見つかるけれど、したくない人たち同士で集まる機会はあまりない……そして、そういうことを表に出す人がいない、というのもあるのだろう。

　まさか昨日のあのやり取りが今に繋がっているなんて、思ってもみなかった。

「伴侶になってくれるのなら、先ほど言っていた君の親の借金も俺がなんとかしよう」

「へっ……？　なんで、あなたがこちらの借金を……」

　また予想もしていなかったところから、爆弾のような提案を受けた。

「夫婦になるならおかしなことではないと思うがな。まあ、結婚の見返りのようなものだと思ってくれていい」

　春那は、痛いところを突かれたと思った。借金の話を持ち出されたことで、先ほどのようにハッキリと断ることが出来なくなってしまった。

（どうしよう……）

　借金のことが絡むとなると、自分一人で返事をしてしまっていいものなのか悩んでしまう。黙って考え込んでいたら、正周が椅子から立ち上がった。

「今すぐ答えが欲しいというわけではない。少し考えてみるのはどうだ？」

「そう、ですね……考えてみます」

　春那の返事を聞いた正周は「しばらく仕事は休むといい。また無理に働いて倒れたら大変だからな」と言い、病室を出て行った。

「……はぁー」

　正周が病室から離れた後、春那は大きなため息をついた。

（どうしよう。借金がなくなって、私もお母さんも無理して働かなくてもよくなって欲しいとは、何度も思ったことがあるけど……。結婚と引き換えに借金をなんとかしてもらうなんて、やっぱり抵抗があるな……）

　そこまで考えたところで、ハッと顔をあげる。本人は冗談ではないと真剣な表情で言っていたが、やはりあの求婚は罰ゲームか何かだったのではないかという不安が頭をよぎった。

（そんなことをするような人ではないと思うけど、でも、でも……）

　トラウマが蘇り、頭を抱えたその時、勢いよく病室の扉が開いた。

　顔をあげて扉のほうを見ると、そこには慌てた様子の母の姿が。

「春那、大丈夫!?」

　バタバタと病室に入ってくる母を安心させるため、春那は今出来る限りの笑顔を作る。

「うん。大丈夫だよ。疲れてただけで身体に異常はないみたいだし、明日には退院できるから」

　春那の話を聞き、母はホッとした様子で胸をなでおろした。

「良かった……。倒れたと聞いたから心配してたのよ」

「心配させてごめん」

「謝らなきゃいけないのは私のほう。春那には無理をさせちゃったね。これからは私が今まで以上に働いて、どうにかするから」

「今まで以上にって……既にお母さんも私と同じくらい働いてるのに、無茶したらダメだよ」

　春那は止めようとするが、母は「それよりも！」と言って話を遮り、何故か目をキラキラさせてこちらを見てくる。

「それよりも、なに？」

「菘木家の息子さんと結婚を考えているって聞いたよ」

「んん……？」

　母の口から聞くとは思っていなかった言葉が飛び出し、思わず眉間に皺を寄せる。

「もう、それなら早く言ってくれればいいのに」

「ちょっと待って、なんでその話をお母さんが知ってるの？」

「ああ、それはね。さっき春那が倒れて病院に運ばれたって連絡を受けた時に聞いたの。最初は何かの詐欺かと思って色々尋ねてみたんだけど、電話をくれたのが菘木家の息子さんで、しかも春那と結婚を考えていることまで教えてくれて……」

　その時の正周がどれだけ礼儀正しい青年だったか嬉しそうに話している母の横で、春那は再び頭を抱える。

（結婚を考えているって、確かにその通りではあるけど……そんなことお母さんが聞いたら勘違いするに決まってるじゃない……！）

　しかし、ここで春那は重大なことにも気づいた。正周は冗談でも、罰ゲームでもなく、本気で春那を伴侶として迎え入れようとしているのだ。

「春那が結婚、かぁ……。いずれはそういう日が来るのかもしれないとは思っていたけど、こんなに早く訪れるとはね。……あ、借金のことは気にしないでいいからね。元々私が抱えているものなんだから、一人でなんとかするよ」

　そう言って、母はにっこりと微笑む。どんな状況でも、いつでも娘である春那のことを一番に考えてくれる母。そんなふうに自分を犠牲にしてばかりいたら潰れてしまう、と思ったのは一度や二度ではない。

　春那は母を助けたかったが、助けられるだけの力がなかった。しかし、今はどうだ。こんな形になるとは思っていなかったが、母を助けるチャンスが目の前にある。

（……あの人と、結婚しよう）

　春那は静かに決心し、母に微笑みを返した。










第二章











「これからは夫婦としても、よろしく頼む」

「はい。よろしくお願いします」

　お互い恋愛感情を持たずに、円満な夫婦のフリをすると約束して、春那は正周との入籍を決めた。

（病室で婚姻届を書かされることになるとは思わなかったけど……話が早いのはいいこと、なのかな？）

　そんなことを考えていたら、正周の小さなため息が聞こえてきた。何かがっかりしたことがあるのかと思ったが、彼は安堵した様子で婚姻届を見つめている。

「……これで親族からせっつかれなくて済む」

「そんなに急かされていたんですか？」

「ああ、まあな」

　正周は苦笑したのち、今後のことを話してくれた。春那の体調も考え、結納は少し先に行い、挙式は半年先になるとのこと。借金については、内々に処理してくれるらしい。

「ありがとうございます。本当に、どうお礼をしたらいいか……」

「礼は必要ない、これは交換条件だからな。それより、もう行こう」

　正周は婚約届を大事そうに自分の鞄にしまい、何故か春那の鞄まで手に取る。

「え、行くって、役所にですか？」

「いや、君に負担をかけるわけにはいかないから、役所には俺一人で行く」

「じゃあ、一体どこに……？」

「俺たちの家だ」

　正周は当然だろう、という顔で言った。




　こうして、春那は退院してすぐ正周の車に乗り、二人で住む家に向かうことになったのだが……さすがに生活に必要な服や私物なしで、というわけにはいかないので一度帰ることに。

　春那の母が待つアパートに寄り、娘の元気な姿を見せて結婚や今後のことについて報告。母は娘の結婚を喜びながらも、やはり借金を肩代わりしてもらうことには負い目を感じているようだった。「家族なのだから気にしないで欲しい」と二人がかりで話してなんとか説得し、必要なものを持ってアパートを後にする。

（入籍を急ぐ理由は分かるけど、同居をそんなに急ぐ必要ってないような気がする……）

　正周の車の助手席に座り、ぼーっとしながらそんなことを考えたものの、本人に直接意見する勇気はなかった。

　車を停めた正周に「着いたぞ」と声をかけられ、大人しく降りる。

「ここが、今日から君の家になる」

「このお屋敷が……？」

　立派な平屋を前にして、思わず感嘆の声をあげる。豪奢ではないが、気品と歴史を感じる屋敷だ。

「古い家だが、清掃は行き届いている。家電も必要なものがそろっているから、不便ではないはずだ」

　家の鍵を開け、中に入る正周の後をついて行く。

　彼の言う通り、家の中は綺麗に掃除されていた。外観は完全に和風だったが、内装は和風と洋風のいいとこ取りをしているようだ。畳が敷かれた和室もあれば、モダンな洋室もある。清潔なだけでなく、新しい木材独特の香りもかすかにするので、内装は最近リフォームされたのだろう。

「こんなに広いのに、どこも綺麗に保たれてるなんて、すごいですね」

「加賀さんはプロだからな」

「加賀さん……？」

「ん？　……ああ、そういえばまだ話していなかったな。加賀さんは通いでうちまで来て、お手伝いをしてくれている人だ。家のことはほとんど彼女に任せている。今日は午後から来る予定だ」

「な、なるほど……」

　正周と自分では、住む世界があまりにも違っていることを感じさせられる。正周にとっては当たり前の日常が、春那にとっては非日常なのだ。

（お手伝いさんがいるなんて、ドラマの中の世界みたい……）

　驚きながらもしばらく歩いていたら、いつの間にかリビングに着いていた。

「俺は今から役所に行ってくるから、君はここで休んでいてくれ。冷蔵庫のものは好きに飲み食いしてくれて構わない」

　正周はそう言い残し、春那の返事を待たずに家を出て行ってしまった。

　広い家に一人残された春那は、冷蔵庫の中にあったお茶をコップに注ぎ、リビングにあるソファに座った。

（ここが自分の家なんて……なんだか変な感じだなぁ。婚姻届にサインはしたけど、結婚した実感はないし……）

　お茶を飲みながら、リビングを見渡す。部屋の奥にはキッチンもあり、ダイニングも兼ねているようだ。無駄なものは一切なく、埃すらも見当たらない。

　アルバイトは既に辞める連絡を入れており、本業である和菓子屋での仕事も今日から一週間休むことになっている。その間は家事に精を出そうかとも考えていたが、家事全般をプロが担当しているなら話は別だ。つまり、一週間することがない。

（こんな立派なお屋敷に住むというだけでも気が引けるのに、やることもないなんて……。しかも、あの人と夫婦として一緒に生活しなきゃいけないんだよね）

　これからのことを考えるだけで、頭が痛くなる。円満な夫婦のフリをすると誓ったが、いまだに春那はまともに彼の目を見られない状態だ。これで、本当に円満な夫婦として振る舞えるのだろうか。

（あの人のことは嫌いじゃないんだけど、どうしても、目を見るのが怖い……）

　五年前のことを思いだす。告白され動揺する春那を、馬鹿にしたように笑った彼のことを。自分を見下した、ぞっとするほど冷たい瞳を。

　もう二度とあんな思いはしたくない。嫌な記憶を追い出すように春那が頭を横に振ったその時、スマートフォンに連絡が入った。

「誰だろう……？」

　画面を見ると、そこには懐かしい名前があった。高校時代の元同級生、彩子あやこだ。彼女とは三年間同じクラスで、特別仲が良かった。彼女は地方の大学に進学したので、卒業後は疎遠になってしまったが……。

　メッセージの内容を見てみると、そこには今度三年二組の同窓会をする旨が書かれていた。

「同窓会か……」

　三年二組の同級生には、春那を騙した男子生徒もいる。久々に彩子には会いたいが、彼らと再会はしたくない。きっと、トラウマで精神が酷いことになってしまうだろう。

（想像するだけで、吐き気がする……）

　コップに入っていたお茶を飲み干し、吐き気をおさえる。

　嫌なことを思いださないように、昔の写真を見て楽しかった記憶を引き出すことにした。

　初めて菘木右膳の和菓子を食べた時の写真や、大学の友人たちとテーマパークに行った時の写真、初めて飲んだカクテル、母のために作ったバースデーケーキ……色々なことを思い返しながら写真を見続けていたら、気持ちが落ち着いて来た。

「ふぅ……」

　ホッとして軽く息を吐いた、次の瞬間。リビングの扉が開けられる音がした。正周だ。

「婚姻届は無事受理された。……って、その顔、どうしたんだ？」

　リビングに入った正周は、春那の顔色を見て駆け寄ってくる。

「だ、大丈夫です。少し休めば元に戻ると思います」

「大丈夫なようには見えないが。もう一度病院に行ったほうがいいんじゃないか？」

「いえ、病院には行かなくて平気です。精神的なものなので……」

「精神……？」

　正周が少しだけ首をかしげる。その時春那は、今のは言わなくていいことだったと気付いた。

「えっと、とにかくたいしたことじゃないんです。あまりお気になさらず……」

「本当に、たいしたことではないのか？」

　確かめるように、正周はゆっくりと話す。

（本当は私にとってはとても重要なこと、だけど……。こんな話をしたら、笑われてしまうかもしれない）

　中々返事が出来ない春那を見て、正周は再び口を開く。

「無理に話せとは言わないが……これから夫婦生活を送る上で知っておいたほうがいいことなら、教えてほしい」

　正周は落ち着いた声で、なるべく威圧感を与えないように話してくれる。

（夫婦生活を送る上で知っておいたほうがいいこと、か……。すぐに克服できるわけじゃないんだから、話すべき、だよね）

　あの時と同じ目で見られるのではないかという不安もあった。だが、不思議と正周には話せるような気がした。

「実は私……男性が苦手なんです。五年前にあったある出来事がきっかけで……」

　春那は高校生の頃、クラスの男子に嘘の告白をされたこと。遊びの延長で弄ばれ、笑いものにされたことを話す。

（彼は「誰でも良かった」って言ってた。適当に選んで、反応を楽しんでたんだ）

　当時の彼らは、受験勉強で色々と疲れていた。そして春那はそのストレスのはけ口に使われたのだ。「馬鹿だな、俺がお前みたいな微妙な女子を好きになるわけないだろ？」告白を本気にして、しどろもどろになっている春那を見て、彼は整った顔からは想像できないほど下卑た笑みを浮かべた。

「ついさっき、高校の時の友達から同窓会の連絡がきたんです。それで、この出来事を思い出して、少し体調が悪くなって……」

「……そういうことか。俺の目を見られないのも、それが原因だな？」

「はい……」

　さすがに、正周の目をまともに見られていないのはバレていたようだ。理由を知った彼がどんな反応をするか分からず、春那はうつむく。

「そんな酷いことをされたら、トラウマになるのも当然だ。……俺は、そうやって人を玩具にする輩を許さない」

　怒りをこめて、正周はそう言った。表情は見られなかったけれど、それはまっすぐで誠実な声だった。

（こんなふうに怒ってもらえるなんて、思ってなかったな）

　春那にとってはトラウマであり、恥ずかしい過去でもある。誰かに一緒に怒ってほしかったが、それよりも笑われたり、過度に憐れまれたりするのが怖かった。

　そんなことを春那が思っているなんて知らないはずの正周が、春那を愚弄した輩への怒りをはっきりと表明してくれた。それは、五年間、ずっと欲しかった言葉だった。

「春那」

「っ……は、はい……！」

　初めて名前を呼ばれ、春那は思わず顔をあげる。そこには、想像よりもずっと優しい表情の正周がいた。彼の深くて黒い瞳に、春那は釘付けになる。

「俺は夫として、君のことを尊重する。君の尊厳を守ると誓おう」

　少し大げさにも感じる正周の誓いは、五年前から傷つき続けていた春那を救った。





＊






　昨日今日と、正周には情けないところばかり知られてしまった。

（でも、だからこそ打ち解けられるかもしれない……）

　そう思ったのだが、正周はその後すぐに出張に行ってしまった。二日後の午前中まで帰ってこないらしい。正周が出張から戻ってきたら、本格的に夫婦として生活することになる。

　こんなことなら一度母のいるアパートに帰ってしまってもいいのでは、と思ったものの、お手伝いの加賀と色々話すことが出来たので、この二日間は無駄ではなかった。

「はじめまして。加賀と申します。今日からよろしくお願いしますね」

　正周と入れ替わりでやってきた加賀は、優しい笑顔で挨拶をしてくれる。素敵な年齢の重ね方をしている、眼鏡をかけた初老の女性だ。太っているわけではないが、痩せ気味の春那の母よりは肉付きがよく、健康的に見える。

「はじめまして、春那です。こちらこそよろしくお願いします。お世話になります」

　春那が緊張気味に挨拶をすると、加賀はふふっと笑った。

「そんなにかしこまらなくてもいいですよ。……そうだ、お腹は空いていませんか？」

「あ、はい、ちょっと……」

「何かおつくりしましょうね。苦手なものはございますか？」

「ええと……苦手なものは特にないです」

　春那がそう返すと、加賀は「かしこまりました。ではブリの照り焼きにしましょう」と言ってキッチンに向かう。そこで春那は、加賀から正周についての話を聞くことになった。

「これは、もうお聞きになっているかもしれませんが……」

　そう言って、加賀は自分が正周の乳母であり、彼をずっと世話をしてきたことと、二人の間に恋愛感情がないという秘密を正周と春那以外で知っている人間は自分だけだということを教えてくれる。

「そうだったんですね……。ここに来るまで本当に目まぐるしかったので、どちらも聞いてませんでした」

「ええ、ですから、私の前では気を抜いてくださいね」

「はい。ありがとうございます」

（家の中なら夫婦のフリをする必要はないんだ。良かった）

　そう思い胸をなでおろしたが、少し気になることがあった。胸の内に仕舞っておけばよかったのだけれど、彼女が話しかけやすい雰囲気をまとっているからか、思わず口を開いてしまう。

「あの……加賀さんは、私たちの結婚についてどう思いますか？」

「そうですねぇ……」

　加賀は出来上がったブリの照り焼きを洒落た和食器に盛り付けながら、しばらく沈黙する。

（あんまりいい印象は持ってないのかな……？）

　不安を感じつつ加賀の後ろ姿を眺めていたら、盛り付けを終えた彼女が振り向いた。

「お見合いとも違う、少し……いやかなり特殊な結婚ですが、お二人が納得しているなら私は良いと思います。恋愛感情がなくても、お互いを尊重し合えば夫婦生活はうまくいきますからね。逆に、恋愛感情があっても、尊重出来なければ簡単に破綻してしまうものです」

　加賀はにっこりと微笑んだ後、料理を運んできてくれる。

（お互いを尊重、か。さっき正周さんに言われるまで考えたことがなかったけど……私も、ちゃんと尊重出来るようにしなきゃ）

　そう肝に銘じた後、春那は加賀が作った食事を楽しんだ。彼女は掃除だけでなく、料理も一流だった。




　それから二日間、春那は加賀と共に穏やかな時間を過ごした。身体と心を休めつつ、加賀からは菘木家の妻として振る舞う際のマナーを教えてもらった。

　正周についても詳しく教えてもらえたら打ち解けるのも早くなるかと思ったのだが、本人がいないところで根掘り葉掘り聞くのは気が引けたため、趣味や好きな食べ物について軽く触れるだけにとどまった。

（まあ、これといった趣味はないみたいだけど……）

　少なくとも、加賀は何も知らないらしい。強いて言えば仕事が趣味で、家でも資料を読み込んだり、和菓子の研究をしたりしているようだ。

（好きな食べ物はブリの照り焼きと肉じゃが、あんこが使われている和菓子。ご飯は硬めに炊いたものが好み、だったよね）

　今は春那の体調のこともあって加賀が毎日来てくれているが、本来は完全週休二日だ。春那が仕事に復帰してからは、おそらく春那が週二日家事をすることになる。

（加賀さんみたいに洗練されたものは作れないだろうけど、頑張らなきゃ）

　それから春那は、正周が出張から帰ってくるまで加賀おすすめの料理本を読みつつ、母に田実家の定番料理のレシピをいくつか教えてもらった。せっかくなので今の家に招待しようとも思ったのだが、母は今月いっぱい働き方を変えずにいくそうで、「来月時間が出来たときに呼んでね」と言われたのだった。
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　二日後の午前中、正周は予定通り家に帰って来た。彼がまだ食事を取っていなかったため、向かい合わせになって加賀が作った昼ご飯を食べることに。

「……」

　珍しくスーツを着用している正周は、何も言わずに目の前の料理を食べている。そんな彼を、春那はちらりと見た。

（今まで意識していなかったけど、正周さんって所作が綺麗というか、無駄がないというか……洗練されてるなぁ。彼と比べると私は……）

　加賀から色々と教わったものの、こういうものは一朝一夕で見につくはずもない。「積み重ねが大事なんですよ」と言われたことを思いだしていたら、正周が春那のことをチラリと見た。

「体調はどうだ？」

「かなり良くなってきました。正周さんは、大丈夫ですか？　出張でお疲れなのでは……」

「たいしたことはない」

　焼き魚を箸で器用にほぐしながら、正周はこの後すぐに会社に行くと話す。

「えっ……出張から帰って来たばかりなのに、出勤するんですか……？」

「大事な会議があるからな」

　正周は特に気にしている様子もなく、当然のように言う。

（いつも、こんな働き方をしているの……？）

　信じられなくて、思わず加賀のほうを見る。彼女は春那が言いたいことを察したようで、「さすがに、今日みたいなスケジュールは滅多にないですよ」と答えてくれた。

（それなら良かったけど……。正周さんがこんなふうに働いているのに自分はのんびり過ごしているなんて、なんだか申し訳ないな……）

　一週間休むよう言われたため、今日も入れてあと五日は出勤せずに家にいることになる。そこまで休まなくても大丈夫だと思い、箸を置いた。

「あの……私もそろそろ仕事に戻りたいです」

　春那がそう切り出すと、正周はピタリと箸を止めた。

　まっすぐに顔を見られ、咄嗟に少しうつむく。

「一週間休暇を取るように、と話したはずだが」

「そうなんですけど、だいぶ体調が良くなったので、もう復帰できるかなと……」

「働きたい気持ちは分かるが、休むのも仕事の一環だ」

「……そう、ですよね」

　せっかく休暇をもらっているのに、我が儘を言ってしまった。ただでさえ疲れている正周を困らせたかもしれない。余計なことを言わなければ良かったと、春那は後悔した。

「……家にずっといると気が滅入るなら、出かけても構わない」

「はい……」

　その後二人は無言で食事を終える。そして正周はすぐに家を出て会社に向かってしまった。

「これは……思ったより先が長そうですね。お互い探り探り、という感じがします。何か、お二人が打ち解けられるようなことを見つけられたらいいのですが」食器を片付けながら、加賀は困ったように眉を下げる。

「難しそうですよね……」

　春那はがっくりと肩を落とす。

（特別仲良くなりたいというわけではないけど、それなりに打ち解けたほうがお互い都合がいいと思うんだけどな……）

　春那が思ったより落ち込んでいることに驚いた加賀は、慌てて明るい表情を作った。

「まあ、あんまり思い詰めずにいきましょう。時間はたくさんありますから」

「……そうですね。気晴らしに散歩に行ってきます」

　正周から外出の許可ももらったので、春那は家から出ることにした。

　数日ぶりの外の空気を感じながら、一人で見知らぬ土地を歩くのはワクワクしたのだが……雨に降られてしまい、ろくに歩かず帰宅することになってしまった。




　その日の夜。寝室に入った春那はある事実を思い出す。

「今夜から、正周さんと一緒に寝るんだった……！」

　一緒に寝ると言っても、同じ部屋で布団を並べて寝るというだけだが、春那にとっては重大なことだ。一応、初めて夫婦らしいことをする日になるのだから。

（ああ、どうしよう、寝るだけなのに緊張する……）

　正周が帰ってくる前に寝てしまおうと布団に入ったはいいが、緊張で全く眠れない。ろくに外を歩けなかったので、身体が疲れていないからというのもあるのだろう。

　それでもなんとかして眠りにつこうと目を閉じる。

（羊が一匹、羊が二匹……）

　眠るために羊を数えるなんて小学生以来だったが、この古典的な方法は案外効くようで、数えているうちに眠気がやってきた。

しかし……あと少しで寝入るというところで、玄関の扉が開く音が耳に入る。

「っ……」

　正周が帰ってきてしまったようだ。彼は廊下を歩いて、寝室の扉をそっと開ける。中の様子を窺っているようだ。

「すぅ……」

　目を閉じたまま狸寝入りをしたところ、正周はそれを信じたようで、起こさないようにゆっくりと扉を閉めてくれた。それからしばらくして、シャワーを浴びる音が聞こえてきた。

（このまま眠れずに、正周さんが来るのを待つことになりそう）

　明日も仕事だろうから、正周はきっとすぐに来る。春那はそう思っていたのだが……いくら待ってもやってこない。

（今何時……？）

　眠る前に液晶を見るのはあまり良くないと分かっていながらも、春那は枕元にあるスマートフォンを手に取り、時間を確認する。既に午前一時をまわっていた。そろそろ眠らないと明日に響くような時間だと思った時、嫌な想像が頭の中を駆け巡った。

（正周さんは、私と同じ部屋で眠るのが嫌なのかも）

　愛のない夫婦とはいえ、人生のパートナーとしての自覚を持つために同じ部屋で眠ることを加賀が提案してくれたらしいのだが、嫌なら無理をせず別々の部屋で寝たほうがお互いのためだ。それならさっさと自分が別の部屋に移動しよう、と考えたものの……正周に何も聞かずに行動を起こすのはよくないと思いなおす。こういう場合は、まずは本人と話し合ってからどうするか決めるべきだ。

　春那は意を決して寝室から出た。そして、電気がついているリビングに向かう。

（話し合わなきゃとは思ったけど、なんて切り出せばいいんだろう。責めるつもりはないから、オブラートに包んで遠回しに聞けるといいんだけど……）

　先ほどとは少し毛色が違う緊張を感じながら、リビングの扉を開けた。そこで春那の目に飛び込んだのは、エクレアを頬張る正周の姿だった。

「……え？」

「あ……」

　お互い顔を見合わせ、凍り付く。テーブルの上には、プリンやロールケーキが入っていたであろうプラスチックの容器とコンビニ袋が置いてあった。

「えっと……」

　今朝洗練された所作で和定食を食べていた彼と、目の前にいるエクレアを頬張っている彼が、中々結びつかない。

　リビングに数秒の沈黙が流れる。その間、正周は既に口に含んでしまったエクレアを咀嚼していた。

「……おかえりなさい、正周さん」

「ああ……。ただいま」

　エクレアを飲み込んだ正周は、短く返事をする。表情はこれまで通り硬いが、耳までほんのりと赤く色づいている。内心はかなり動揺しているのかもしれない。

「こんなところを見られるとは……思っていなかった。君はもう眠っているものかと」

「眠ろうと思ったんですけど、寝付けなくて。中々正周さんが寝室に来ないのが気になっちゃったんです」

　ここまで話して、春那は自分がホッとしていることに気が付いた。正周は春那と同じ部屋で眠りたくないからではなく、スイーツを食べるためにリビングにいただけだったということに安心したのだ。

「……それにしても、正周さんって、そういうスイーツもお好きだったんですね。加賀さんからはあんこが好きだってことくらいしか聞いていなかったので、驚きました」

「これは、誰にも話していないことだからな……」

　正周は苦笑した後、理由を話してくれた。

　彼は小さい頃から和菓子と同じくらい洋菓子も好きだったのだが、和菓子屋の息子ということもあり、周りの目を気にして食べないようにしていた。そして、いつの間にか洋菓子が嫌いな人間であると周りから認識されるようになってしまった。ここまで来て今更洋菓子も好んでいるとは言いだせず、誰もいない時にこっそり好きなものを買って一人で食べるようになったんだとか。

「そういうことだから、その……」

　珍しく歯切れが悪い正周を見て、春那は助け船を出すように言葉を発する。

「周りの人たちには内緒にしておいてほしい、ということですよね？」

「ああ。加賀さんにも言わないでおいてくれ。二人だけの秘密だな」

　正周のお願いを聞いて、春那は小さくうなずいた。二人だけの秘密という言葉に、少しだけ心が躍る。春那が思わず「ふふっ」と笑うと、正周は表情を暗くした。

「……変なところを見せてしまったな」

「変……？　いや、私はおかしいと思って笑ったわけじゃないですよ。むしろ、正周さんのこういう一面を知ることが出来て嬉しい、というか」

「大の男が一人でコソコソ洋菓子を食べているところを見て、嬉しいと思ったのか……」

　正周は理解出来ない、という顔をしながら残りのエクレアを口に放り込んだ。

「君の言うことはよく分からないが……嫌な気分ではない。不思議だな」

「はい。私も不思議です」

　春那と正周は一瞬だけ顔を見合わせた後、ほんの少し笑った。

　お互いにとって予想外だったものの、エクレア事件は二人が打ち解けるきっかけとなってくれた。

　そして、ほとんど交わらなかった二人の視線が、徐々に交差し始める。




　その後、春那は正周と寝室に入ったが、彼がいつも通りに振る舞ってくれたからか意外と緊張しないでいられた。

（男性と二人きりになっても平気な日が来るなんて、思っていなかったなぁ）

　ここのところずっと、正周に助けられてばかりだ。隣にいる彼をチラリと見ると、既に眠っていた。まだ布団に入ってから数分しか経っていないはずだが……。

（正周さんって、寝つきがいいんだな）

　寝顔をずっと見るのはなんだか失礼な気がして、すぐに顔をそらし、寝返りをうつ。彼の規則的な寝息のおかげで、春那にも眠気が戻ってきた。

（明日、起きたらお礼を言おう）

　そう思い、春那は深い眠りについた。




　数時間後、正周は自然と目を覚ました。

　七時前に起床する習慣は、小さなころから変わらない。そのおかげで、寝坊による遅刻を今までしたことがなかった。

　軽く息を吐き、布団から出ようとした時、隣から寝返りの音が聞こえてきた。春那だ。

「んー……」

　春那はこちらを向いて、穏やかな表情で眠っている。先日ベッドで見た、苦しそうな顔とは違う。ここ数日休んだおかげで、しっかり回復しているようだ。

　元気になって良かった。そう思うと同時に、自然と口角があがる。しかし、正周本人はその事実に気づかない。

　しばらく春那の寝顔を眺めていたら、彼女の枕元にあるスマートフォンが鳴り始めた。

「う……」

　アラームの音を聞き、春那は眉間に皺を寄せる。そんな彼女の反応を見て、正周はアラームを止めた。

「休日なのだから、無理して規則正しい生活をする必要はない」

　聞こえていないことは分かっているが、正周は彼女に向けてそう言い、寝室を出た。
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「……あれ？」

　春那は、目を覚ましてすぐ時間を確認した。七時には起きるはずだったのに、予定からもう三時間以上過ぎてしまっている。

「うわ、寝坊した……昨日寝るのが遅かったからかな……」

　アラームは無意識に自分で止めてしまったのだろうか。それとも、正周が……？

（正周さんだったらどうしよう……また迷惑かけちゃったかも。アラームで起こしてしまった可能性すらある……）

　自分に呆れ、春那は深いため息をつく。そしてゆっくりと起き上がり、加賀が作ってくれた朝食をとった。

（何か、少しでも正周さんにお返しがしたいんだけど、難しいな……）

　食後、あたたかいお茶を飲みながらぼんやり考えていたら、昨晩のことを思いだした。

「あ……」

「どうなさいました？」

「ああ、いや、えっと……今日も散歩に出ようかなと思って」

「それはいいですね。天気予報で、今日の降水確率はゼロ％だと言っていましたよ」

　降水確率の話を聞き、春那はホッと胸をなでおろす。昨日のように雨で引き返すことにはならなそうだ。「ごちそうさまでした」と加賀に言い、早速家を出る。

（確か、この近くに有名な洋菓子店があったはず……。名前は確か……アンコンシエル、だったような）

　そこのエクレアがとても美味しく人気があると、以前同僚から聞いたことがあった。

　正周は普段から忙しく、営業時間が限られている洋菓子店に入る暇はないと昨夜彼自身が話していた。それなら、自分が代わりに彼のためにシュークリームを買って帰れば喜んでくれるのではないだろうか、と春那は考える。買ってきたものを加賀に見られても、自分の分だと言えば問題ない。

　彼に喜んでもらえたら嬉しいと思い、軽い足取りで洋菓子店に向かったのだが……。

「売り切れ、ですか……？」

「はい、申し訳ございません。つい先ほど売り切れてしまいまして……」

　店員は慣れた様子で軽く頭を下げる。おそらく、毎日こうして謝っているのだろう。

（エクレアがないなら、他のスイーツを買って帰るしかないかな。でもここにはプリンもロールケーキもないみたいだし、正周さんが喜びそうなものが何なのか分からないな……）

　そんなことを考えながらショーケースの中を眺めていたら、上に続く階段が目に入った。

「あの、上には何があるんですか？」

「カフェスペースです。メニューもこちらにありますよ」

　店員に案内され、春那はメニューを確認する。そこにはワッフルや、フルーツがたくさん乗ったパフェが載っていた。

（これだ……！）

　春那は店員に許可をもらい、メニューの写真を撮って家に帰った。




　その日の晩、春那は寝室で正周にアンコンシエル洋菓子店のメニューを見せた。

「あの、良かったら明日一緒にパフェを食べに行きませんか？　あ、パフェ以外にもワッフルとかケーキとか色々あるカフェなんですけど……」

　春那からの突然の誘いに、正周は目を見開く。表情の乏しい彼が驚いているのを見て、そんなに変なことを言ってしまっただろうかと、春那は少し不安になる。加賀から、正周は明日休みだということをあらかじめ聞いていたのだが……。

「……一緒にって、俺と、君が？」

「はい、そのつもりです。……えっと、嫌でしたか？」

「俺は嫌じゃないが……君はどうなんだ？」

「私は全然嫌じゃないですよ！　こういうところって、男性一人……特に正周さんが一人で行くのは難しいかもしれませんが、二人なら周りの目を気にする必要もないかなと思いまして」

　理由を前もって用意していたので、いつになく饒舌になってしまった。ぺらぺらと話す春那を見て、正周は黙ったまま意外そうに眉をあげる。

　断られてしまうだろうか。やっぱりスイーツを買って帰ったほうが良かっただろうか。そう思ったところで、正周はゆっくり口を開いた。

「……分かった。行ってみよう」
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　翌日、春那は正周と共にアンコンシエル洋菓子店にやってきた。二人で散歩に出かけるとだけ加賀に報告し、正周はいつもの着物ではなく洋服を着て家を出た。普段と違う服を着たら加賀に怪しまれないかと春那は思っていたのだが、実は会社に行く時以外は結構洋服も着用しているらしく、心配の必要はないようだ。

「あ、結構混んでますね」

「少し待つくらいなら問題ない」

　店内は混んでいたが、運よく店の奥のほうにある席に案内された。客席の間がしっかり空いているので、会話が誰かに聞かれることもないだろう。少し緊張していた様子の正周が、ホッと息を吐いたのが分かった。

「この店、実は前から気になっていたんだ」

　メニューを見ながら、正周はほんの少しだけ微笑む。どうやら、喜んでくれているようだ。自分の選択は間違っていなかったと、春那は心の中で軽く拳を振り上げた。

「……君は何にする？」

「私はチョコレートパフェにします」

「もう決めてたのか。早いな……」

　正周は真剣な表情で、手を顎に当てながら悩む。しばらく沈黙した後、「……いや、やっぱりこれだな」とつぶやき、店員を呼んでフルーツパフェとチョコレートパフェを頼んだ。

「果物もお好きなんですね」

「まあな」

「特に好きなものってありますか？」

「定番だが、イチゴが好きだな」

「イチゴ美味しいですよね！　私も好きです」

　春那がそう返すと、正周は何かに気が付いたように少しだけ目を見開いた。

「どうしました……？」

「そういえば、君の好きな食べ物を俺は知らなかったと思ってな」

「あ……確かに、そうでしたね」

「教えてもらってもいいだろうか」

　夫婦を演じるうえで、お互いの好きな食べ物くらいは知っておいたほうがいいということだろう。春那は「もちろんです！」と即答し、和菓子、特に栗きんとんが好きだと話す。すると正周はふっと笑い、「それは知っている」と言った。

「あ……そ、そうですよね。和菓子屋で働いているんだから、和菓子が好きなのは分かり切ってますよね」

　正周が求めていた答えと違うものを出してしまった。少し恥ずかしくなってうつむいた時、店員がやってきた。

「お待たせいたしました。フルーツパフェとチョコレートパフェです」

　店員は二つのパフェをテーブルに置き、にこやかな笑顔で「ごゆっくりお過ごしください」と告げて下がった。

　店員が離れて行ったのを見計らってから、正周は目の前に置かれたフルーツパフェを見つめる。その瞳はかすかにキラキラと輝いていた。

「綺麗に盛り付けられたパフェを崩してしまうのはもったいないが、料理は誰かが食べることで完成するものだからな」

　テンションが上がった正周は心の中で考えていることを口に出した後、パフェを食べ始めた。

「うまい……」

　正周は目の前のパフェに夢中になっている。普段の彼のことを思うとまるで別人だが、春那はあの時のことを知っていたので驚きはしなかった。

（エクレアを食べていた時もそうだったけど……こういう時の正周さんって、ちょっと可愛らしい気がする）

　微笑ましく思いながら彼のことを見ていたら、ふっと視線がこちらにうつった。

「……俺を見るより、目の前のそれを食べたほうがいいんじゃないか？」

「あっ……た、食べます」

　正周のことばかり見ていて、自分の分を食べるのを忘れていた。春那は慌てて長いスプーンを手に取り、溶けかけのアイスを生クリームと一緒にすくう。

　少しビターな味わいのチョコレートアイスと、甘い生クリームの相性は抜群だ。

（美味しい、けど……これだけじゃ、正周さんのことをずっと見ていたのが本人にバレた恥ずかしさを忘れられないな……。きっと、正周さんもそうだよね）

　春那は先ほどのことを記憶のかなたに追いやってもらうため、彼に話を振ることにした。

「あの、正周さん」

「ん？」

「これからも気になるカフェとか、スイーツのお店があったらどんどん私を使ってくださいね」

「使う……？」

「はい。助けてもらったんですから、こういうことでなくても私に出来るならなんでもします」

　春那がそう話すと、正周は食べるのをやめ、真剣な表情でこちらを見た。

「そんなこと、言わなくていい」

「え、でも……」

「確かに俺は君を助けたのかもしれないが、同時に俺も君に助けられた。俺たちはパートナーで、対等な関係だ。君が負い目を感じる必要はない。無理して俺の役に立とうとしなくていい」

　真面目に諭され、春那の心臓がドキッと音を立てる。半分冗談のようなつもりだったので、このように返されるとは思っていなかった。

（正周さんって、本当に……誠実で真摯な人なんだな）

　数年前のトラウマが払拭されそうなくらい、彼は好ましい人物だ。もちろん、恋愛感情云々ではなく、人間としてだが。

　そんな彼に対して、随分と軽率なことを言ってしまった。申し訳なく感じながら、春那は小さな声で「ありがとうございます」と言ったのだった。
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　数日後、すっかり元気になった春那は仕事に復帰した。

「田実ちゃん、おめでとう！」

　春那の結婚について、同僚たちは事前に話を聞いていたらしく、皆驚きながらも祝福してくれた。

「いやー、まさか田実さんが副社長と結婚するとはなー」

「本当、全然分からなかったわよね。副社長はともかく、田実ちゃんは副社長のこと避けてたじゃない？　……あ、もしかして、二人の仲を勘ぐられないように避けてたとか？」

「いやいや、それより聞きたいのは馴れ初めでしょう！」

　開店前の準備をしつつも、同僚たちは正周とのことを聞いてくる。

　一応どのような流れで結婚に至った設定にするのかは事前に正周から聞いていたのだが、こんなふうに質問責めにされるのは初めてで、春那の頭の中は真っ白になってしまった。

「え、えっと、ですね……」

　うまくはぐらかすことも出来ず、しどろもどろになる春那。そんな彼女の隣に、誰かがやってくる。

「俺が一目惚れしたんですよ」

「えっ……」

「ええー!?」

　思わずこぼれた春那の声は、同僚たちによってかき消された。

「ま、正周さん、来てらしたんですね」

「君が質問責めにあっているのは、想像に難くなかったからな」

　正周は少しだけ微笑み、春那に向けてそう言った後、「とりあえず、これ以上は二人だけの秘密ということで。想像にお任せします」と周りに話してオフィスに戻っていった。

「すごい……あのクールな副社長が微笑んでた……お客さん以外に笑顔を向けてるの、初めて見たかも」

「あんなふうに言われちゃ、これ以上追及は出来ないわね」

　同僚たちは頷きあって、仕事に戻っていく。その様子を見て、春那は小さく息を吐いた。もう質問されずに済むというのもあるが、一番の理由は別のものだった。

　春那は急に一週間も休んだ上に、正周と突然結婚したため、同僚たちに嫌味の一つくらいは言われても仕方ないと思っていたのだ。しかし、ここの人たちはあたたかく歓迎してくれた。

（悪いほうへ悪いほうへと想像してしまうのは、私の良くない癖だな）

　人間、そう簡単には変われないが、少しずつポジティブな思考を身につけよう。春那はそう心に決めた。
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　久しぶりの仕事を終え、春那は帰宅した。

（今日は加賀さん、お休みなんだよね。夕飯は私が作らなきゃ）

　冷蔵庫の中を確認し、献立を考える。十分に食材があるため、買い出しは必要なさそうだ。

　今日は少し遅くなるという連絡をもらっているので、あたためればいつでも食べられる肉じゃがに決めた。これは正周の好物でもある。

「料理を作るのも久々だなぁ」

　母から教わったレシピを思い出しながら、肉じゃがとほうれん草のおひたし、味噌汁を並行して作っていく。

（正周さんの口に合うといいな）

　そんなことを考えながら、ゆであがったほうれん草を包丁で切ったその時。

「ただいま」

　リビングにある扉のほうから、正周の声がした。

「あ、正周さん、おかえりなさい！」

　思ったより早い帰宅に驚いて、春那は包丁を持ったまま振り返る。すると、彼は一瞬で血の気が引いた表情になり、後ずさった。

「君、その手に持っているのは……」

「す、すみません、危ないですよね……」

　春那は慌てて包丁を置き、夕飯を作っている最中だったと話す。

「こんなに早く帰ってこられるとは思ってなくて、まだ出来上がってないんです。もう少しお待たせすることになるのですが……」

「それは構わない。気にするな」

　正周は顔色が悪いまま、ふらふらとリビングを出て行こうとする。

（包丁を見ただけで、あんなふうになるものなのかな……？）

　彼の様子がどうしても気になって、春那は呼び止めた。

「あの……！」

「なんだ？」

「包丁、苦手なんですか……？」

「……ああ。昔、ちょっとした事件があってな」

「事件……？」

　春那が聞き返すと、正周は「しまった」という表情になる。口が滑ったようだ。

「言いたくないことなら、聞かなかったことにします」

　正周の気持ちを汲み取って、春那はそう言った。しかし彼は少し考え込んだ後、「いや、その必要はない」と首を横に振る。

「楽しい話ではないが、君は知っておいたほうがいいかもしれない。……聞いてくれるか？」

　正周の言葉を聞き、春那は頷いた。

「……そうか」

　正周が椅子に腰かけたのを見て、春那はテーブルを挟んで向かい側にある椅子に座る。彼は少し間を置き、話し始めた。

「十年前まで、俺には親同士が勝手に決めた結婚相手がいた」

「結婚相手……それって、許婚ってやつですよね……？」

「ああ。資産家のご令嬢で、俺より二つ年下だった。子供の頃、大人たちのパーティに連れて行かれて彼女の子守りをしたことはあったが……その時から、俺を気に入っていたらしい。ただ俺は、彼女に対してその手の感情を抱かなかった。もちろん、彼女以外にも抱いたことはないが」

　そこまで話し、正周は目を伏せた。

「あまり、いい関係ではなかったんですか？」

　許婚がどうやって包丁に繋がっていくのか想像できなかったが、春那は話を続けるように質問をする。

「いい関係とも、悪い関係とも思っていなかった。俺にとって彼女はただの許婚であって、それ以上でも以下でもなかったからな。……ただ、向こうの認識は違った」

　正周の許婚は、自分が想い続ければいつか恋が成就すると思っていた。正周が取るそっけない態度も、照れ隠しのようなものだと思っていた。彼女はその思い込みを大事に抱えたまま、数年アメリカで暮らした後、日本に戻ってくる……。




「久し振りね、正周」

　帰国した彼女は約束もなしに、受験勉強で忙しい正周の元にやってきた。

「……そうだな」

　正周は仕方なく客間に通し、渋々受け答えをしているのだが、彼女はそのことに気づきもしない。

「私に会えなくて寂しかった？」

「別に」

「もう、照れ隠しなんてしなくていいのよ。私ももう十六歳だもの。日本の法律なら、私たちもう結婚出来るんだから、本当の気持ちを聞かせて。私のこと、好きなんでしょ？」

　甘えるように腕を絡められ、正周は咄嗟に振り払う。

「っ……ちょっと、なんで嫌がるの!?」

「君はただの許婚だ。俺は好きでも嫌いでもないし、腕を絡められる筋合いもない」

「ただの許婚……？　好きでも嫌いでもない……？　いつか結婚するのに、なんでそんなことを言うの？　私に興味がないってこと？」

「ああ」

　ずっと勘違いしている彼女に、そろそろ現実を見てもらわないと困る。正周はそう思って、ハッキリと答えた。しかし、その選択はいい方向に進まなかった。

「酷い……！　小さい頃は、あんなに優しくしてくれたじゃない！　あの時の気持ちはなくなっちゃったの！？」

「あれはただの子守りであって、好きだから優しくしたわけでは……」

　そこまで言った後、正周は息をのんだ。いつの間にか、彼女がキッチンから包丁を持ち出していたからだ。

「こんなに待ったのに……私はこんなにあなたのことが好きなのに……！　応えてくれないなんて、許せない……！」

　突然逆上した彼女は、正周に切りかかる。その時正周は、殺意というものを初めて目の当たりにした。




「そ、その後、どうなったんですか!?」

「怪我はしたが、軽傷で済んだ。不幸中の幸いだな」

　正周の母や加賀の協力もあり、正周は取り乱した彼女を押さえつけ、凶器を没収することに成功した。本来なら通報するところだが、彼女の家との関係を壊したら菘木家にとって大きな損失となるため、正周は泣き寝入りを余儀なくされた。

　結果的に、彼女のほうから婚約の解消が申し出られ、許婚ではなくなったのだが……殺意を向けられた正周の心には、深い傷が出来た。

「それから俺は、結婚するのなら自分を好いていない相手でないと、と思うようになったんだ。そして、必要以上に人に優しくするのもやめた。……まあ、俺は元々優しい人間ではなかったが」

　正周はどこか悲しそうに笑う。

　春那はそんな彼の話を聞いて、唖然としていた。

（こんな、昼間に放送しているようなドラマみたいなことが、現実で起きていたとは……）

　信じがたいが、正周が話したことは真実なのだろう。

「想いに応えてくれないからって、刃物で切り付けるなんて……。私が包丁を持っているのを見た時の反応の理由が、よく分かりました」

「君が彼女のように逆上する人間だとは思っていないが……」

「はい。私は絶対に、あなたに危害を加えたりしません」

　春那がはっきりとした口調で話すと、正周は安心したように目を細める。

「好かれたいとも思っていないので、どうか……どうか、安心してください」

　彼をもっと安心させたくて、春那は言葉を続けた。しかし返って来たのは複雑な表情だった。

「……そうか」

　感情が読めず、春那はほんの少しだけ首をかしげた。その時、一週間ほど前に自分が彼に話したことを思いだす。

「あっ……」

「どうした？」

「この間私が話したことを思いだしたんです。正周さんと比べたら、私が受けたものなんてたいしたことないですよね。暴力を振るわれたわけでもないのに、今までずっとトラウマだったなんて、なんだか恥ずかしくて……」

　正周は、春那の話をどんな気持ちで聞いていたのだろうか。軟弱な人間だと思われたのではないか。少し前にポジティブな思考になると決心したはずなのに、ネガティブな想像が頭の中を駆け巡る。

　うつむきだした春那の暗い思考を止めるように、正周は「恥ずかしいことなんて何一つない」と言い切った。

「え……？」

「痛みは、人と比べるものじゃないだろう。どちらが悲惨な目にあったか競っているわけでもない。恥ずかしがらなくていい」

　正周は落ち着いた口調で、言い聞かすように話す。彼の低くて優しい声で諭され、嫌な想像が頭の中から抜けて行った。

「……ありがとう、ございます」

　春那は顔をあげ、少しだけ微笑んだ。彼の優しさに、胸があたたかくなるのを感じる。

「さっき、正周さんは必要以上に人に優しくするのをやめたって、言ってましたけど……。私にとって、正周さんはとても優しい人だと思います。なので、えっと……私は大丈夫ですが、気をつけてくださいね」

　何を言いたかったのか自分でもよく分からなくなってしまったが、正周は真面目に春那の言葉を聞いてくれる。

「そうだな。気をつけるが、心配はいらないだろう。俺は……」

　そこまで言って、正周はハッとした顔で口をつぐむ。

「……どうしたんですか？」

「いや……なんでもない。気にするな」

　そう言われると余計気になるのだが、問い詰めたところで正周は話したりはしないだろう。何より、彼が言いたくないことを無理に言わせたくはなかった。

「それより、料理はいいのか？　何なら、俺が手伝おう」

「いえ、あと少しなので大丈夫です！　正周さんは着替えてきちゃってください」

　はぐらかされたのは分かっていたが、春那は元気に返事をし、料理を再開した。




「……うまいな」

　春那が作った肉じゃがを食べて、正周はかすかに微笑む。クールな印象が強かったが、ここのところ彼は春那の前でよく笑っている。

（いや……私が最近、正周さんの顔を見られるようになっただけで、本当は結構微笑む人なのかもしれないけど）

　何か変な勘違いをしてしまいそうな気がして、春那は自分で自分に反論をしながら、肉じゃがを一口食べる。母が作る甘い味を、よく再現出来ていた。

「甘い味付けもいいな」

「甘い味付けもってことは……もしかして、正周さんは普段甘くない肉じゃがを食べてるんですか？」

「ああ」

「なるほど……じゃあこれからは、正周さんが食べ慣れた味に出来るよう頑張りますね」

　春那がそう返すと、正周は意外そうな表情でこちらを見た。

「何故そんなことを言うんだ？　俺は、君の好きな味付けで構わない」

「でも、食べ慣れた味のほうがいいんじゃないですか……？」

「君が俺に無理に合わせる必要はない。食べ慣れた味なら加賀さんが作ってくれるし、俺が自分で再現することも出来る。だから君は、自分の家の味を大事にしてほしい」

「は、はい……」

　彼の真摯な言葉を聞くと、顔が熱くなる。春那は、妻として大事にされていると感じていた。

（正周さんと一緒にいると、心地いい。……好きだな）

　自分の心の中に爆弾が投下されたことに、一秒遅れて気づく。

（……って、え？　私、今なんて思った!?）

　好きにならないと誓ったのに、今まさに彼が好きだと自覚してしまったのではないだろうか。

（いやいや、そうじゃない。好きは好きでも、人間的に好きだって意味だから。恋愛感情なんかじゃないはず……！）

　そう自分に言い聞かせながら、食事を続ける。何かがきっかけで爆発してしまいそうな気がして、正周の顔を見ることは出来ない。

　それからお互い黙々と目の前の料理を食べ進め、ほぼ同時に完食した。

「ごちそうさま」

「お粗末様でした」

「……そうだ。デザートに、君に食べてほしいものがあるんだが……」

　正周はおもむろに立ち上がり、鞄からタッパーを出す。

「これは……？」

「試作の栗きんとんだ。元々ある商品だが、少し改良することになってな」

　普段は上品な箱の中に入っているものが、生活感溢れるタッパーに入っているというのは少し不思議な感じがしたが、中にある栗きんとんは相変わらず美しいフォルムだった。

「美味しそう……！」

　好物を目の前にして、春那は瞳をキラキラとさせる。そんな姿を正周が優しい眼差しで見ていたことを、本人はまだ知らなかった。
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　それから十日ほど、春那の心の中以外は平穏な時間が過ぎていったのだが……。ある日突然、想定外の客がやってきた。

　この日、加賀は休みでおらず、正周は仕事の電話を受けていたため、春那が一人で応対することに。

　インターホンのモニターを確認すると、そこにはこげ茶色の癖のある髪が特徴的な青年が立っていた。見た目からして、年齢は正周と同じか、少し年上くらいだろうか。

（誰だろう……？　ラフな格好だし、何かの営業で来たわけではなさそうだけど……）

　少し怪しいと思いながらも、春那はインターホン越しに話しかける。

「はい、どなたですか？」

「アポなしで来ちゃってすみません。啓次郎けいじろうです。ちょっと正周クンと話したいんですけど……って、この声、加賀さんじゃないな……？」

　この青年、啓次郎はお手伝いの加賀の存在を知っているらしい。「正周クン」と呼んだところからして、彼の友達なのかもしれない。

（それなら、正周さんに話を通したほうが良さそう……）

「主人は今取り込み中で、すぐ出られるか分からないのですが……とりあえず話をしてきますね」

「いやいや、取り込み中なら邪魔したくないから待つよ」

「いいんですか？」

「うん。待っている間、キミと少し話がしたいな」

　啓次郎が何故話したがっているのか分からないが、ここで断ったら悪い印象を持たれてしまう可能性がある。

　春那は「分かりました」と言ってインターホンを切り、彼を出迎えた。

「ああどうも、はじめまして。改めて自己紹介させてもらおうかな。ボク、國屋くにや啓次郎といいます。國屋総本家の次男で、一応正周クンの友達……って言ったら怒られそうだし、知人ってことにしておくよ」

　そう言って、啓次郎はアハハと楽しそうに笑う。

（國屋総本家って確か、菘木右膳と同じくらい昔からやってる老舗の和菓子屋さんだったよね。そこの次男、なんて……私一人で応対しないほうが良かったのでは……！）

　啓次郎の立場を知り安易に出迎えてしまったことを後悔したが、今更引っ込むわけにもいかない。客間に案内して、お茶くらいは出さなければ。　

「はじめまして。えっと、私は――」

「知ってる知ってる。正周クンの結婚相手でしょ？　名前は確か、春那サン、だっけ」

「へ……？」

　正周と春那の結婚は両家の親族と会社にしか通達していないはずだ。人の口に戸は立てられないと言うが、何故啓次郎がそれを知っているのだろうか。

「あの……」

　知っている理由が気になったので聞こうとしたのだが、後ろから正周がやってきて、春那の言葉を遮った。

「啓次郎、何故お前がここにいる」

　正周は、春那に話しかける時とは違う、少し棘のある声で言った。

「あーなんだ、もう来ちゃったのか。鬼がいないうちにもっと話を聞きたかったのにな……」

「もう一度言う。何故お前がここにいる」

「そう怒るなって。あの正周クンが恋愛結婚したって聞いたから、お相手の顔を一目見てみたいと思っただけだよ」

　啓次郎はにやりと口角を上げ、春那をじっと見る。その不躾な視線が少し怖くて、春那はうつむいた。

（男性への苦手意識は結構薄らいだと思っていたけど……そうでもなかったのかも）

　そんな春那の様子に気づき、正周は啓次郎を睨みつける。

「彼女をじろじろ見るのはやめてもらおうか」

「はいはい、分かりましたよっと」

　啓次郎はやっと、春那から目を離した。彼の視線を受けなくなり、春那はホッと息を吐く。

「それで、どうやって俺たちの結婚を知ったんだ」

「そんなの、ボクの情報網を使っただけだよ。緘口令をしいてるわけじゃないんだし、このくらいのことは簡単に外部に漏れちゃうことくらい、分かってただろ。……全く、結婚したって聞いたから少しは丸くなったと思ってたのに、いつも以上に怖くなってる気がするな」

「それはお前が原因だ」

「えー、そうなの？」

　啓次郎は苦笑した後、今度は春那に話しかける。

「ねえ、実際のところどう？　コイツ、冷たいし怖い奴だから大変だと思うんだけど。夫婦生活大丈夫？　ストレスたまってない？」

　啓次郎に半笑いでそう言われ、春那は思わず声をあげる。

「そんなこと、ないです……！」

「本当に？」

「本当です！　正周さんは優しくて誠実な人です。私を何度も救ってくれて……感謝してもしきれなくて……。一緒にいても、ストレスなんて一切溜まりません。むしろ安心するし、胸があたたかくなるんです。私にはもったいない、素敵な方なんです……！」

　正周と過ごした時間を思い出しながら必死に反論したが、言い切った後ハッと我に返った。

（どうしよう、つい本音が……。正周さん、どう思ってるかな……？）

　正周の反応が気になったものの、表情を見るのが怖くて顔をそむけてしまった。彼のことだから怒ってはいないだろうが、必死な春那に内心引いている可能性はある。

「なるほどね。それなら良かったけど……正周クンのほうはどうなのかな？　今も妙に距離があるし、なんか他人みたいだよね」

「そ、そんなことは……」

「正周クンに聞いてるから、キミは答えなくて大丈夫」

　啓次郎に牽制され、春那は冷や汗をかく。それとは対照的に、正周は全く動揺せずに春那に近づいた。

「人前でいちゃつくのは趣味じゃない。だが……」

　そう言って、正周は春那の腰に手をまわす。

「っ……！」

　思ったより筋肉質な彼の腕に抱き寄せられた衝撃で、春那の心臓が大きく飛び跳ねる。

　二人は夫婦として生活してきたが、ここまで密着したのはこれが初めてだった。

「お前が見たいと言うなら、俺は見せつけてやっても構わないが。……春那はどうだ？」

　正周は、本当の夫のような優しい眼差しで春那を見つめる。彼の言葉にちゃんと答えたかったが、刺激が強すぎる言動のおかげで声が出なかった。顔を真っ赤にして、小さくうなずくのが精いっぱいだ。

「アハハ、ごめんごめん」

　啓次郎は春那のほうを見て、安心したように笑う。

「ちょっとからかっただけだから、見せつけないでいいって。……あ、そうだ。意地悪言ったお詫びにこれ、あげる」

　啓次郎は手に持っていた紙袋を春那に差し出した。「これはなんですか？」と聞きたいところだったが、正周と密着している状態では、うまく声が出なかった。心臓だけが、バクバクとうるさい音を立てている。

「変なものじゃないだろうな？」

「悪戯好きのボクでも、お土産に変なものなんて入れないって。うちの店の新作ゼリーだよ。良かったら食べて」

　啓次郎はゼリーが入った紙袋を手渡し、「それじゃ、また」と言って帰っていった。

　嵐のような男が出て行ったあと、正周はゆっくりと腰から手を離した。

「いきなり触れてしまって悪かった」

「い、いえ、大丈夫、です」

「そうか？　あまり大丈夫そうには見えないが……」

「本当に大丈夫なので……！　それより、あの人は何が目的でいらっしゃったのでしょうか。少し気になります」

「そうだな。からかうのも目的の一つだったと思うが、俺たちの仲を怪しんでいたのは事実だろう」

「やっぱり、怪しまれてたんですね……」

「ああ。俺がなんの前触れもなく、自分のところの社員ということ以外接点のない君と結婚したからな。何か裏があるんじゃないかと思ったんだろうが……まあ、とりあえず納得させられて良かった。あいつは口が軽いからな。バレたら面倒なことになっていたかもしれない」

　正周は苦笑して、春那が持っていた紙袋を手に取る。

「これは俺が持って行こう。冷蔵庫で冷やして、夕飯の後に食べようか」




　その後、正周の提案通り、夕飯の後に國屋の新作ゼリーを食べていたのだが……。

「うーん……」

　少しして、正周の様子が明らかにおかしくなった。いつものしっかりした彼とは違い、ふにゃふにゃとしているように見える。

「正周さん、どうしたんですか？」

「ん？　酔ってないぞ、俺は」

「いや、酔ってますかとは聞いてないのですが……」とここまで言って、春那は正周が酔っていることに気が付いた。

（ゼリーにお酒が入ってたのかな。……でもその程度で酔うなんて、そんなことありえるの？）

　信じがたいが、目の前にいる彼の状態をそれ以外で説明することは出来ない。

「……眠くなってきた」

「あ、ダメですよ！　寝るなら布団で寝ましょう！」

「ん……」

　春那は正周の手を取り、椅子から立ち上がらせる。

（そういえば、正周さんは会社の飲み会に出ないって話を前に聞いたことがあったな。ああいう騒がしいのが嫌いで出席してないんだと思ってたけど、下戸だから嫌だったていうのもあったのかも……。ゼリーで酔うなら、お酒の匂いだけで酔っちゃいそうだし）

　正周の意外な弱点を知り驚きながらも、春那は彼を寝室まで連れて行った。




「……どうしよう」

　春那は布団の中でぽつりとつぶやいた。

　正周を寝かせるため寝室にやってきたはずが、酔った彼に抱き寄せられて自分まで一緒に布団に入ってしまったのだ。

「すぅ……」

　当の正周は、気持ちよさそうに眠っている。にもかかわらず、抱き締める力がそれなりに強く、春那の腕力では抜け出せそうにない。

（困ったな。この状態のまま朝まで過ごさなきゃいけないの……？）

　時間はまだ夜の七時なので当然眠気はやってこない。深夜だったとしても、こんなふうに正周に抱きしめられた状態では、眠れるはずもないのだが……。

　春那はドキマギしながら、正周の寝顔を見つめた。思ったよりも多い睫毛や、形のいい唇……酔ったせいでやや紅潮した頬に目を奪われる。

（こんなに至近距離で顔を見る機会なんて、そうそうないよね……）

　と思いながらも、彼の寝顔を勝手に見てしまっている罪悪感を覚えたその時。

「……ん」

「っ……！」

　まだ眠りについてから十分ほどしか経っていなかったが、正周が目を覚ました。彼の黒い瞳と目が合ってしまい、息をのむ。

「春那……？　何故君が俺の布団に？」

「それは、色々事情があって……」

「ああ、そうか。これは夢か……」

「夢……？」

　正周は勝手に納得して、春那を優しく抱きしめる。まるで愛おしい相手にするような抱擁に、春那の心臓が大きく跳ねる。

「夢の中でも可愛いな、君は……」

「っ……」

　吐息混じりに耳元で囁かれ、心臓が跳ねるどころか止まりそうになる。寝ぼけているとはいえ、どういうつもりでこんなことを言ったのだろうか。

（もしかして、私を誰かと間違えてる……？　いや、それはないか。だって最初に私の名前を呼んでいたし……）

　正周の発言の意図は分からないが、何にしても、これ以上ここにいたら何か大きな間違いを犯してしまう気がした。

　春那は慌てて抜け出そうとしたが、正周がそれを阻止する。

「俺から逃げるつもりか？」

　寂しさにほんの少し怒りが混ざった声で、正周は「逃がさない」とつぶやく。そしてその直後、春那の首に噛みついた。

「あっ……！」

　噛みついたといってももちろん本気ではない。甘噛みレベルなので痛みはほとんどないが、あの正周に噛みつかれたという事実だけでもかなり衝撃的だ。

「だ、ダメです!!」

　春那は咄嗟に大声で叫び、正周の胸板を必死に押した。びくともしないが、抗議の気持ちだけでも分かってほしい。そんな春那の思いが通じたようで、正周はハッと目を見開いた。

「……！　俺は、なんてことを……」

　目の前にある首筋を見て、正周は自分がやってしまったことに気づいたようだ。春那はホッと小さくため息をつく。

「目が覚めて良かったです」

「……すまない。今のは、その……深い意味ではなく……」

　珍しく取り乱しながら言い訳をする正周。そんな彼の言葉を聞いた春那は、表情はほとんど変えなかったが、内心ショックを受けていた。

（深い意味はない、か……）

　一瞬、正周に好かれているのではないかと勘違いしそうになったが……やはりあれはただ寝ぼけて適当なことを言ってしまっただけで、彼の本心ではなかったらしい。

「……そう、ですか。私は大丈夫なので、気にしないでください」

　春那がゆっくりと布団から出てすぐ、リビングから着信音が聞こえてきた。

「この音……正周さんのですよね？」

「あ、ああ、確かにそうだが……」

　正周はまだ何か言いたげだったが、春那が電話を優先するように言うとリビングに向かった。

　会社でトラブルがあったため電話で呼び出された正周は、春那とまともに話す時間を作れず、急遽職場に向かうことに。

　はじまりは特殊だったものの、二人はそれなりに順調に夫婦生活を送っていた。しかし、この一件から二人の距離は振り出しに戻ってしまう。

（……いや、振り出しよりも悪いところに来てしまったのかもしれない）

　春那はずっと、正周に「深い意味はない」と言われたことにショックを受け続けており、その理由と向き合う必要があった。もう、これ以上自分を騙すことは出来なかったからだ。

（やっぱり私、正周さんのことが好きなんだ……。好きになってはいけないのに、好きになっちゃったんだ……）

　人間として好ましいと思うだけではなく、恋をしてしまっていることを自覚する。恋心を自分で認めてしまえば楽になりそうなものだが、彼自身の気持ちや今回の契約のことを考えると、むしろ認めることで苦しい思いをすることになる。

（正周さんの期待を裏切ってしまった。自分が言ったことも、守れなかった……）

　しかし、この気持ちに蓋をし続け、嘘をつき通す自信はなかった。嘘をつくということは、二重に裏切ることになる。春那はそう考えた。

（こうなったら、正周さんに素直な気持ちを伝えるしかない。あなたが好きですって。見返りは求めないから、一緒にいさせてくださいって）

　恋心を抱かれたことを知った彼は、どんな顔をするのだろう。どんな言葉を紡ぐのだろう。軽蔑され、罵倒されてもおかしくないと思ったが、同時に、自分が好きになった彼はそんなことはしないとも、春那は思っていた。





＊






　告白の決意をした日の午後、春那は仕事中に得意先の女性と正周が笑顔で話しているところを目撃してしまう。

「そういえば、栗きんとんのお味を少し変えましたよね？　前までも美味しかったですが、新しいほうはより美味になっていて驚きました」

　リニューアルした栗きんとんを褒められて、正周は笑顔で「ありがとうございます」と返している。その微笑みは、春那が見たことのないものだった。

（正周さんって、ああいう笑い方もするんだな）

　女性に向けた彼の優しい笑顔が、脳裏に焼き付いて離れない。自分以外の人間に向けられる微笑みがあることを、認められない。

　胸の奥から黒い感情がにじみ出ているのに、春那自身も気づいていた。

（恋をすると、こんなに醜い感情が生まれるんだ……）

　嫉妬でモヤモヤを抱えながらも、いつも通り仕事をこなす。今日は復帰以降初めて閉店作業を任された日だ。

　一人で黙々とレジを締めていたら、吉野が帰り際に話しかけてきた。

「田実ちゃん、最近また元気なくなっちゃった気がするんだけど、大丈夫？」

「はい、大丈夫ですよ」

　心配させないように得意の笑顔を作って見せるが、吉野は納得していないようだ。やはり同僚にこれは通用しないらしい。

「結婚生活って幸せばっかりじゃないし、思ったより大変なこともあるからね……。あ、そうだ、良かったらこの後、久しぶりに飲みに行かない？」

「え……？　私と、吉野さんで、ですか？」

「もちろんサシじゃないよ。さっき決まったんだけど、私以外にも二人がいるから、田実ちゃんも入れたら四人。今日仕事だった者同士で労いあおうよ、ね？」

　春那は正周と違って下戸なわけではないが、金銭的な問題でもう二年以上飲み会には参加していない。

（ずっと家と職場の往復ばかりしてきたし、たまには飲むのもいいかも。……告白も、お酒の力を借りたら出来る気がするし）

　そんなことを考えて返事をしようとしたら、後ろから正周の声がした。

「申し訳ないのですが、彼女には先約が」

「正周さん……！」

　正周はまっすぐに春那のところにやってきて、流れるような仕草で彼女の肩を抱く。いつもしていることなのだろうと吉野が思うほど手慣れた動作だった。

「あら、そうだったの。先客がいるなら仕方ありませんね。では、ごゆっくり」

　吉野は微笑ましげにニヤニヤしながら帰って行った。彼女の姿が見えなくなってから、正周はゆっくりと肩を抱いていた手を放す。

　こんなふうにスキンシップを取ったのは、正周がゼリーで酔った日以来だ。二人の間に、何とも言えない気まずい空気が流れる。

「……とりあえず、俺たちも帰ろう」

「そう……ですね」

　春那は急いで作業を終わらせ、正周の車に乗った。彼が飲み会に行くのを阻止した理由は分からないが、今はそんなことを考えている暇はない。自分の気持ちを伝えるのが最優先だ。そしてその気持ちを、正周が受け入れてくれるかどうか……彼の答えを一秒でも早く知りたかった。




「私、正周さんのことが好きです」

　家に入ってすぐ、春那はいてもたってもいられず告白した。

「……俺のことが、好き？」

　急にこんなことを言われるなんて、予想もしていなかったのだろう。正周は目を見開き、ポカンと口を開ける。そんな彼を見て、春那は話を続けた。

「でも、正周さんに好かれたい、愛されたいと思っているわけじゃないんです。自分と同じだけの気持ちを返してほしいとか、そういうことは一切求めません。だから……」

　一番大事なのはここだ。春那は自分の胸を押さえつけて、声を絞り出す。

「……そばに、おいてください。お願いします」

　春那にとってこれは、一世一代の大告白だった。

　正周から、どんな答えが返ってくるのだろうか。

（私の言葉を聞いている彼の表情を確かめることも出来なかったし、全然想像がつかないよ……）

　しばらくの沈黙が流れた後、正周はゆっくりと口を開く。

「それは、困る」

「っ……そうです、よね……こんな感情を持った人間が近くにいたら、困りますよね……」

　つい先ほど想像がつかない、などと言ったが、本当は分かっていた。まず別れを切り出されると、分かっていたのだ。

　屋敷を出て行こうと踵を返すが、「待て、どこに行く」と正周は何故か春那の手を取る。

「どこにって、家に帰ろうかと……」

「君の家はここだろう」

「……？」

　正周の言っていることがよく分からず、春那は首を傾げた。春那がここにいては困るのではなかったのだろうか。

「……ああ、そうか」

　春那が思っていることが分かったのか、正周は小さくため息をついた。

「すまない。そういう意味で困ると言ったわけじゃないんだ」

「じゃあ、どういう意味で……」

「君には、俺を求めてほしいから……求めないなんて言われると困る、と言いたかった」

「……へ？」

　予想外すぎる答えに、春那はパチパチと何度も瞬きをする。

「求めてほしいって……な、なんで……」

「俺も君のことが好きだからだ、春那」

「え……ええ!?　い、いつからですか!?」

「多分、君が俺を好きになるよりも前から」

「っ……」

　正周は少し照れた様子を見せながらも、大量の爆弾を投下していく。こんなことが起きるなんて、数分前の春那は考えることもしなかった。一番いい答えが、今のままでそばに置いてくれる程度だと思っていたのだ。

「前から好きだったことは、自分でもつい最近まで気が付かなかったんだけどな……。恋が何なのかすらよく知らなかったのだから、ある意味当然ではあるんだが」

　苦笑しながらも、正周は話を続ける。

「君がうちでバイトをするようになってからずっと、気になっていた。男性……とりわけ俺を避けていたからな。あんなふうに避けられる経験は初めてで、当時は多分、少し傷ついていたんだと思う。何故避けるのか、それが気になって君を目で追っていたら……君がよく頑張る人で、笑顔が素敵な人だということを知った。多分、もうその頃から君のことが好きだったんだ。……しかし、恋愛感情抜きの結婚を求めていたのも、これはこれで事実だ。だから、君が俺と似たところがあると分かった時……舞い上がって強引に話を進めてしまったんだろうな」

　確かに、最初の正周はかなり強引に話を進めようとしていた。だからこそ、春那はその後の彼の誠実な振る舞いに驚いたのだ。

「好かれたくないと話しながらも、俺は君に振り向いてほしかった。君の本当の笑顔や、暗い部分を知る度、その思いは強くなっていった。我ながら酷い矛盾だと思うが……君が俺を好いてくれていると分かって、本当に嬉しい」

　正周はそう言って、春那に優しい微笑みを向ける。

「正周さんと両想いだったなんて、夢みたいです……！」

　春那は感極まって、思わず正周に抱き着いた。彼は少し驚きながらも、抱きとめてくれる。

「……あの時は、すまなかった」

「あの時って、いつのことですか……？」

「俺が酔って君を抱きしめた時のことだ。深い意味はない、などと言ってしまったが……あれは嘘だ」

　正周は申しわけなさそうに眉を下げる。

「恋愛感情を持たないことを結婚の条件にしたのは俺なのに、夢だと勘違いをして君にあんなことをしてしまって、動揺していたんだと思う。好きだと悟られたくなくて、思わず……」

「もう、気にしないでください。私も気にしないことにしますから」

　春那は彼に罪悪感を残さないよう笑顔を向けたのだが、ふと今日の出来事を思い出し、複雑な気持ちになってしまった。

「……やはりこの程度の謝罪では足りないな」

「いえ！　そういうことじゃなくて！　今日、得意先の女性と話している時の笑顔を思い出してしまって……あんな表情、私は見たことなかったなって……」

　春那が白状すると、正周は不思議そうな顔をした後、クスッと笑った。

「あれはいわゆる営業スマイルというやつだ」

「……あ、そっか。そうですよね……！」

　普通に考えれば、あれが仕事中に使う笑顔だと気付くことが出来たはずだ。しかしあの時の春那は既に冷静に考えることが出来ない状態だった。

「それともう一つ。俺の営業スマイルは、君の笑顔を参考にしたものだったんだが、気が付かなかったか？」

「え!?」

　予想外の言葉に、春那は身体がかたまった。

「正周さんが、私の笑顔を……？」

「ああ。さっき言っただろう、君は笑顔が素敵な人なのだと知った、と。それまで俺は作り笑いが苦手だったんだが……君を観察して、君の笑顔を参考にして、うまく笑えるようになった」

　正周の言葉を聞いて、春那はふと以前同僚から聞かされた話を思い出した。

（そういえば、正周さんって昔は客相手でもろくに笑顔を見せなかったんだっけ。私がバイトとして入ってから変わったってこと、なのかな……？）

　自分の笑顔が正周を変えていたのだと思うと、妙に嬉しく感じた。しかし、春那の心は喜びだけで満たされたわけではない。

「参考にしてもらえて嬉しいです。あと、それと……すみません、せっかく両想いだって分かったのに変な言いがかりをつけて」

　正周の腕の中で、春那は恥ずかしそうに顔を赤らめる。そんな春那を見て、正周はかすかに口角をあげた。

「気にしなくていい。むしろ、嫉妬してもらえて喜んでしまった。俺ばかりがヤキモキしているのかと思っていたからな」

「正周さんも嫉妬とか、するんですね……？」

「するに決まってるだろ。さっき飲み会に誘われているのを見た時も嫉妬した」

「え、でも……吉野さんは女性ですし、飲み会に参加しているのも全員女性だと思いますよ」

「嫉妬するのに相手の性別は関係ない」

　正周は真剣な表情ではっきりと答える。ここまで言い切られると、本当にそれが正しいような気がしてくる。

「……まあ、普通は同性相手なら嫉妬しないようだけどな。そう考えると、俺はかなり嫉妬深いらしい。多分、面倒くさい男だぞ。いいのか？」

「全然いいですよ。正周さんは良い人すぎるので、むしろ少しくらい面倒くさいほうがバランス取れてると思います」

　春那がそう返すと、正周は安心した様子で「そうか」とつぶやき、抱き締める力を強めた。

　ちょっとしたすれ違いはあったものの、二人はこれから改めて、愛し合う夫婦として過ごすことになった。










第五章











「んっ……！」

　正周とキスをしながら、春那は少し後悔していた。寝る直前、布団に座った正周に「キスしてもいいか……？」と聞かれ、軽い気持ちで「いいですよ」と答えてしまったことを。

　春那は恋愛経験がない。もちろんキスをしたこともない。この歳になっても、青春ドラマのワンシーンのような唇を合わせるだけのものというイメージを持ったままだった。しかし、正周のキスはそれとはまったく違っていた。

「あっ……んぅ……」

　春那の口の中に、彼の舌が差し込まれる。驚いて咄嗟に身体を離そうとしたが、春那を抱く正周の腕がそれを許してくれない。それどころか、そのまま布団に押し倒されてしまった。

「んぁっ……」

　熱くてぬるりとした彼の舌は、春那のそれを追いかけ、絡めとる。

「ふ……」

　あたたかい吐息を感じながら、二人は舌を絡ませ合う。

　……いや、一方的に正周が舌を絡ませているだけで、春那はされるがままな状態と言ったほうが正しいだろう。

（キスって、こんなにいやらしいものだったの……？）

　ファーストキスがこんなに濃厚なものになるとは想像もしていなかった。こういうことについてもう少し勉強しておくべきだったと、春那は悔やんでいた。

　つまり、正周とキスをしたこと自体を後悔していたわけではないのだ。好きな相手と唇を重ねたい気持ちは、春那にもあったのだから。これまで驚くほど優しかった正周の、少し強引な行為にも胸が高鳴っていた。

　そしてそれと同時に、長いキスを続けて呼吸が苦しくなっていく。

「んんっ……」

　春那が涙目になったことに気づいた正周は、慌てて唇を離した。

「っ……すまない。苦しかったか……？」

「はい、ちょっとだけ……」

　春那が苦笑すると、正周は申しわけなさそうに「悪かった」と言い、春那の頬にそっと触れた。彼の指が触れた場所が、じんわりと熱くなる。

「苦しい思いをさせるつもりはなかったんだが……暴走してしまったらしい。君と本当の夫婦になれて、浮かれているのかもしれないな……。もう強引に行為を続けるつもりはないから、安心してほしい」

　彼の言葉を聞いて、春那は少し残念に思う自分がいることに気が付いた。

「そう、ですか……」

「……どうした？　何か引っかかることがあるのか？」

「いえ、引っかかるというか……ちょっと強引な正周さんも素敵だなって思っていた、ので……」

　自分が思ったことを素直に話してしまったが、だんだんと恥ずかしくなってきて顔をそらした。正周に触れられていた場所以外も、羞恥心で熱くなってしまう。

「なるほど。こういう時、君は少し強引にされるのが好みなのか」

　春那の本心を聞いた正周はふっと笑い、「じゃあ、続きをしても構わないな？」と耳元でつぶやく。彼の吐息を感じて、春那はびくっと身体を震わせた。

「沈黙は肯定とみなすからな」

「……」

　言葉で返すことも、うなずくことも出来なかった春那は、黙って正周を見つめた。その反応を見て、正周は口角をあげる。どうやら、彼の中にある何らかのスイッチが入ってしまったらしい。

「……そうか。なら、遠慮しないからな。本当に嫌だったら、俺をひっぱたくといい」

　そう言って、正周は再び春那に口付けた。今度は春那が苦しくならないように、優しく。ついばむように唇を重ねる。

「ん……」

　春那がキスに気を取られている間に、正周は彼女が着ていた浴衣をするりと脱がせる。

「あっ……」

「背中、少し浮かせて」

　言われた通りに浮かせると、正周はブラのホックを外した。胸があらわになり、春那は咄嗟に自分の腕で隠す。そんな彼女の行動を見て、正周は不思議そうに首をかしげる。

「何故隠す……？」

「だ、だって……」

「恥ずかしいのか？」

　春那がこくりとうなずくと、正周は「これからもっと恥ずかしいことをするのに、こんな調子で大丈夫なのか」とかすかに笑う。

「大丈夫じゃない、かもしれないけど……大丈夫です」

　強がる春那を愛おしげに見つめながら、正周は彼女の胸を隠す腕を取る。春那は抵抗せず、されるがままにゆっくりと胸から手を離す。

　そして正周は、自らの手で優しく春那のやわらかなふくらみに触れた。

「君はどこもかしこも、可愛らしいな」

　胸の先端を親指と人差し指でつままれ、春那の身体に不思議な感覚が走る。

「ああっ……」

「気持ちいいか？」

「ん……なんだか変な感じ、です……」

「嫌ではないんだな……？」

「はい……」

「ならいい」

　春那の返答を聞いて、正周は行為を続けた。やわやわと胸を揉み、てっぺんにある小さな飾りを優しく刺激する。春那はその度に、身体の奥に熱が芽生えたような、なんとも言えない感覚になる。

（もしかして、これが気持ちいいって言うのかな……？）

　そう思った直後、全く知らない刺激が胸先に与えられた。

「ひぁっ……！」

　正周が、かたくなった胸の先端を口に含んだのだ。彼のざらりとした舌が、敏感になった先端をねぶる。

「あ、そんな、舐めるなんて……！」

「指で刺激するよりは舌のほうがいいだろ？」

　正周は右胸を指で刺激し、左胸を舌で舐めて確かめさせようとしてくる。

（確かに、舌のほうがいい、けど……）

　素直に返事をすることが出来ず、春那は黙り込む。

　先端を舌で舐めあげられ、吸われる度に身体の奥が熱くなる。自分の身体が、これだけでは足りないと言っているような気がする。

「んん……」

　思わず膝をこすり合わせると、正周は胸の愛撫を止めた。

「胸だけでは物足りないようだな」

「えっ……なんで分かったんですか……？」

「そんなの、顔を見れば分かる」

　正周は意地悪な笑みを浮かべて、春那の唇に軽くキスをする。

「こっちも触れて欲しかったんだろう」

　春那の内ももを指の先端で撫であげた後、正周は秘部に指を這わせた。胸への愛撫によって既に濡れていたそこは、下着越しにぐちゅりといやらしい音を立てる。

「っ……！」

「もう、こんなに濡れていたのか」

「ご、ごめんなさい……」

「君が謝る必要はどこにもない。むしろ俺は嬉しいと思っている。俺の愛撫で、君が感じてくれた証拠なんだから」

　少し驚いたようだったが、正周は確かに嬉しそうに目を細める。

「こんなに濡れてしまっているなら、つけていても意味がないな。外すぞ」

　そう言って、正周は春那の下着を簡単に脱がしてしまう。

　自分だけ裸になった春那は、本気ではないが責めるような視線を正周に送った。

「……ん、どうした？」

「私は裸なのに正周さんは浴衣を着たままなのが、ちょっとずるいなって思っただけです」

　拗ねたふりをして、春那は自分の胸をまた腕で隠し、脚を閉じる。すると正周は困ったように笑った。

「確かに、お前だけ脱がせるのはずるかったな。ちょっと待ってろ」

　正周はそう言って、着ていた浴衣を脱いだ。下着はそのままだが、上半身は春那と同じように裸になった。

　想像よりも筋肉がついていて引き締まった身体を目の前にして、春那は思わず生唾を飲み込む。

（普段から着物を着ていることが多いから全然分からなかったけど……正周さんって、いわゆるいい身体の人だったんだ。そういえば、抱き締められた時結構筋肉質だなと思ったような……）

　春那がそんなことを考えていることも知らない正周は、一度自分の下着に手をかけた後、脱ぐのをやめた。

「俺は下も脱いでしまっても構わなかったが……君を怖がらせるかもしれないから、やはり後にしよう」

「私を怖がらせるって、どういうことですか……？」

「今は気にしなくていい。それより……こっちをほぐすのが先だ」

　正周は少し下にさがり、春那の膝を持つ。そして「開けるぞ」と小さな声で言って、春那の脚を広げた。

「ま、待って……！」

　秘部が丸見えな状態になり、春那は思わず制止する。

「今日はもうやめておきたいってことか？」

「そ、そうではなくて……」

「続きをするつもりなら、これは必要なことだから諦めてくれ」

　正周は春那をあやすように頭を撫でたあと、脚の間に顔をうずめた。

「え、ちょっと、何をするつもりですか……？」

「何って、これしかないだろ」

　そう言って、正周は舌で秘部にある陰核を舐める。

「ひぁっ……！」

　電流が走ったような快感を覚え、春那は足をピンと伸ばす。胸の先端を舐められた時とは違う、ハッキリとした気持ちよさを感じていた。春那は身体を震わせながらも、正周に声をかける。

「そんなところ、舐めちゃダメです……！」

「俺がやりたくてやってるんだから、気にしなくていい。いきなり指を入れるよりは舌のほうがいいだろうしな……」

　正周はやわらかい舌先で陰核を優しく舐める。この行為が続くのかと思いきや、今度は唇で陰核を挟み、ゆるく吸った。

「っ……！」

　びりびりとした快感が身体を走り抜けるのと同時に、下腹部が切なくなる。春那は声を漏らしながら、快楽に溺れないよう耐えることしか出来なかった。

「はっ……う……」

「気持ちよさそうだな。……そろそろ、指を入れようか」

　正周はゆっくりと、秘部に指を入れる。しっかり濡れていたからか、初めてなのに痛みは感じなかった。

「痛いか？」

　春那が小さく首を横に振ると、正周は少し安心した様子で指を奥まで入れた。そして探るように、中の壁を指の腹で優しく触れていく。もちろん、突起を舌で刺激するのも忘れない。

「んっ……ああ……！」

　突起と中、同時に攻められた春那は、全身を駆け巡るのがどちらの気持ちよさなのか分からなくなってきていた。快楽で身体がぐずぐずに溶けてしまっているような錯覚に陥りそうになる。

（今でもこうして人間の形を保っているのが、奇跡のような気さえする……）

　そう思った時、何かがこみあげてこようとしていることに気が付いた。

「……んぁっ！」

「ん、どうした？　痛かったか？」

「いえ、痛くはない、んですけど……何かがこみあげてきてるような気がする、というか……」

　どう表現したらいいか分からず困っていたら、それまでずっと愛撫を続けていた正周が「そうか」とつぶやき突然秘部から離れた。

「なんで、やめるんですか……？」

　もどかしく感じながら、春那は正周のほうを見る。

「君がイキそうだって言うから、その前にやめておこうと思ってな」

「イキそう……？」

「何かがこみあげてきてるような気がすると言っていたから。多分、イク寸前だったんだろうな」

「イクのは、良くないってことですか……？」

「違う。……これはただの、俺の我が儘だ」

　正周は苦笑して、春那の耳元に唇を寄せる。

「今日は俺たちにとって初夜みたいなものだろ？　だから……イク時は俺のでイッてほしいと思っただけだ」

　そう囁きながら、正周は春那の秘部に自身をこすり付ける。形は見えないけれど、当たっているだけでもそれが大きいことは理解出来た。

「……入れて、いいか？」

　正周は割れ目を上下にこすり、猛った彼自身に春那の愛液をまとわりつかせながら言う。

「いいです、けど……入りますかね……？」

「これだけ濡れて、ほぐれていれば入ると思う。ただ……さすがに最初は痛みがあるだろうな。……怖いなら、今日はしなくてもいい。無理はするな」

　正周の息は荒く、表情も余裕があるようには見えない。入れたくてたまらない、という顔をしていた。

　しかしやはり正周は正周だった。強引なところがありながらも、彼らしい気遣いの言葉を紡ぐ。無理だと思ったらやめていいと言ってくれる。

　春那は、そんな優しい正周をこれ以上焦らしたくないと思った。

「大丈夫です。怖くない、と言ったら嘘になるけど……正周さんと一つになりたい気持ちのほうが強いから」

「本当に、いいのか？」

「はい」

　正周を安心させるように、春那ははっきりと答えた。

「……ありがとう。こんなに、他人を求める日が来るなんて……思ってもみなかったな」

　正周はクスッと笑った後、「入れるぞ」とつぶやいて少しずつ中に入れていく。先ほど中をほぐした指とは比べ物にならない質量だった。

「っ……」

「よく濡れているが、やはりきついな。……痛いか？」

「大丈夫、です」

　入口がひりひりと痛むが、正周に心配をかけないよう、なるべく表情を変えずに我慢する。しかし、彼は春那の我慢を瞬時に見抜いた。

「……馬鹿。痛いなら痛いと言え」

　正周は痛みを紛らわすように、春那の唇を奪う。

「ふっ……んぁ……」

　正周の舌は、春那の口内全てを味わうように舐めまわす。歯列をなぞり、舌を何度も絡める。深くて艶めかしいキスに翻弄され、力が抜けた瞬間、一気に奥まで貫かれた。

「っ……！」

　一瞬鋭い痛みは走ったが、それだけで済んだようだ。痛みよりも、正周と一つになれた喜びのほうが大きい。

「……慣れるまで、しばらくこのままでいよう」

　正周は少し震えた声でそう言った。本当は今すぐにでも律動を始めたいのだろうということは、春那でも察することが出来た。

　ギリギリのところで踏みとどまり、春那に優しくしてくれる正周があまりにも愛おしくて、思わず自分からキスをする。

「正周さん……」

「ん……！」

　春那からキスをされるとは思っていなかったのか、正周は目を見開く。

「大好きです、愛してます……」

「俺も……愛してる……」

　愛を囁き合いながら、角度を変えて唇を重ねる。

（キスがこんなに気持ちいいものだったなんて、知らなかったな……）

　脳が溶けてしまいそうなくらい甘い口付けを堪能していたら、じんじんとした痛みが引いてきているのが分かった。

　そして痛みが引くのとほぼ同時に、快感と何とも言えないもどかしさが春那を支配する。

「正周さん、もう……」

「……動いていいんだな？」

　春那がうなずいたのを見て、正周は腰を動かし始めた。ゆっくりと、ギリギリのところまで引き抜いた直後、最奥まで穿つ。彼自身の形や大きさを、春那に覚えさせようとしているように思えた。

「っ……君の中、俺にぴったりと吸い付いてくるな」

「それって、いいことですか……？」

「ああ。とても、気持ちがいい」

「良かった……あっ……んんっ……」

　奥を突かれる度、春那は声をあげた。律動を繰り返され、痛みは徐々に打ち消されていく。

（さっき舐められた時とは、違うんだな。でも……これも気持ちいい……）

　押し寄せてくる深い快楽が、春那を支配しそうになったその時……近所の犬の鳴き声が聞こえた。

「……！」

　夢見心地な状態から一気に現実に引き戻され、春那は咄嗟に自分の口を手で押さえた。

（私の声も、近所の人に聞かれたかもしれない……！）

　焦った様子の春那を見て、正周は律動を止める。

「どうした？　何故口を押さえる？」

「私の声が、外に漏れてるんじゃないかと思って……」

「ああ、なるほど」

　春那が何を心配しているのか分かり、正周は小さく息を吐く。

「さっきの犬みたいに大声をあげているわけじゃないんだから、問題ない。君が思っているより君の声は小さいし、可愛らしい」

「そうかもしれません、けど……」

　まだ渋る春那を見て、正周は彼女の手を取り、口から離した。

「あっ……！」

「そんなに声を出したくないなら、俺が口でふさいでやるから」

　そう言って、正周は噛みつくようにキスをして、また腰を動かし始める。

「んんっ……」

　先ほどよりも速く力強い律動と、激しい口付けに羞恥心どころか思考まで奪われていく。何も考えられなくなり、春那は目を閉じた。

「っ……春那……」

　正周に名前を呼ばれただけで、どくんと心臓が大きく跳ねる。下腹部がまた熱くなり、もっと欲しいと身体が言い出す。

「正周、さん……」

　キスの合間に彼の名前を呼ぶと、律動がさらに速くなり、息も荒くなっていく。

（私だけじゃない。正周さんも、気持ちよくなってくれてる……）

　彼もひどく興奮しているのだということを改めて感じ、喜びで頬が紅潮する。

「はぁっ……悪い。もうキスする余裕がない、みたいだ……」

　正周はそう言ったが、春那はそれ以上に余裕がなかった。

（も、ダメ……！　何か来ちゃう……！）

「あ、ああっ……！」

　正周に奥を突かれた直後、春那は身体をびくびくと震わせた。

　雷に撃たれたような強烈な快楽が全身に回り、自分の意志とは関係なく、脚がピンと伸びて痙攣する。

（何、これ……）

　とろけた表情になった春那を見て、正周は少し驚いたように目を見開く。

「もしかして、今イッたのか？」

「そうかもしれない、です……っ……」

　春那が絶頂を迎えたにも関わらず、正周は腰を動かすのをやめない。先ほどよりだいぶゆったりとしたペースだが、今の春那にとってはかなり刺激が強い。

「あ、あの、なんで腰……」

「ごめん。俺はまだだから……もう少しだけ付き合ってもらえると嬉しい」

　そう言う正周の顔を、春那はじっと見つめる。明らかに余裕がなく、本当はもっと激しくしたいのを我慢している、という表情だ。

（正周さんにこんなに求められてるなんて、嬉しいな……）

　喜びを感じて、下腹部がきゅんとする。

「っ……なんでこのタイミングで締め付けるんだ？」

「え……？　そんなつもりは、なかったんですけど……」

　春那がそう答えると、正周はふぅ、と小さく息を吐いた。

「……無意識に締め付けたのか。困った人だ」

「ご、ごめんなさい……？」

　よく分からず謝ると、正周は「謝る必要はない。さっきも言ったように、もう少しだけ付き合ってくれればいい。出来るか？」と言い、春那の頭をそっと撫でる。

　彼のあたたかくて大きな手に撫でられる心地よさを感じながら、春那はこくりとうなずいた。

「ありがとう」

　正周は嬉しそうに微笑んで、少しずつ律動を速めていく。春那が気持ちよくなる場所を探っているようだ。

「あっ……」

「ん……ここを突くと、反応がいいな」

「ふっ……んんっ……！」

　なんとか声を我慢しようとするが、激しい快楽の前でその努力は無意味だった。

（正周さんの言う通りだ。ここをこすられると、声が出ちゃう……！）

　春那を追い詰めるように、正周は何度もいいところをこすり上げる。

「んぁっ……ふっ……ああっ」

　春那の思考はまた彼に奪われた。彼に身体を揺さぶられ、快楽を享受するだけの存在となる。

「はぁ……くっ……君の中は、本当にいいな。俺が君を愛しているから、こんなに気持ちいいんだろうか……？」

　正周はそう言って、ゆるく口を開けたまま口角をあげる。普段冷静沈着な彼も、既に快楽に溺れていた。

　初めて見る彼の表情に、ドクン、と春那の心臓が大きな音を立てる。

「良すぎて、頭がどうにかなりそうだ……」

「私も、またおかしくなっちゃいます……！」

　息を乱しながら、二人はどちらからともなくキスをした。そしてそのまま、正周は強く腰を打ち付ける。

「あんっ……」

　自分のものとは思えない淫靡な嬌声が、彼の律動に合わせて口から飛び出す。

「君の声は、本当に可愛いな。いつまでも、聞いていたくなる、が……そういうわけにもいかなそうだ」

　律動が今までで一番激しくなる。間もなく彼は絶頂するのだと、経験がない春那でもなんとなく分かった。

「くっ……！　出すぞ……！」

　正周は最奥を思いっきり突く。そして春那と深くつながったまま、果てた。

　彼も絶頂を迎えてくれた喜びと共に、信じられないほど強い快感が全身を駆け巡る。

「っ……！」

　春那は正周を強く抱きしめた後、意識を手放した。

「はぁ……はぁ……春那……？」

　果ててからしばらくして、ようやく頭が冷えてきた正周は、ゆっくりと自身を抜いて反応がない彼女の顔を確認した。

「……」

「……眠ってしまったか」

　正周の腕の中で、春那は穏やかな寝顔を見せてくれていた。しかし、額やこめかみには汗が垂れており、先ほどまでの行為を彷彿とさせる。彼女の甘い声や、とろけてしまいそうな表情を思い出すだけで、自分の心臓がうるさく音を立てる。

「無理をさせてしまったな」

　正周は愛おしそうな表情で春那の髪を撫で、彼女の額に唇を落とした。

「この後の処理は全部俺に任せて、君はそのまま眠るといい」




　翌朝、春那は正周よりも先に目を覚ました。

「……あれ？」

　人のぬくもりを感じて上を向くと、そこには静かに目を閉じている正周がいた。春那を抱きしめたまま眠っているようだ。

（そっか。私たち、昨日……）

　昨夜の行為を思い出し、顔が熱くなる。二度目の絶頂を迎えて気絶してしまったのだが、身体は綺麗で、浴衣も新しくなっている。

（正周さんが、やってくれたのかな）

　彼が汗ばんだ自分の身体を拭いて、新しい浴衣を着せてくれたのかと思うと、恥ずかしくて耳まで赤くなった。眠っているとはいえ彼の顔を直視出来ず、下を向いてもぞもぞとしていたら、吐息が聞こえてきた。

「ん……おはよう」

「お、おはよう、ございます……。あの、昨日はご迷惑をおかけして……」

「迷惑……？　そんなもの、かけられた覚えはないが」

　正周は不思議そうな表情で、春那の頬に触れる。顔をあげるよう言われているような気がして、春那は彼のほうを見た。

「えっと……気絶した私のお世話を色々してくださったみたいなので……」

「そんなのは迷惑のうちに入らない。昨夜の件はむしろ、俺が謝らないといけないだろう」

「正周さんが……？」

「ああ。無理をさせてすまなかった」

「そんな、謝るようなことはしてないですよ」

「君が気絶するほど抱いたのにか？」

「は、はい……」

　気絶するほど抱いたと言われると、確かにやりすぎだったような気がしてきてしまう。しかし、春那は正周に遠慮してほしくなかった。

「私、正周さんに求められて……本当に嬉しかったんです。だから、これからも遠慮してほしくないなって……」

「そんなふうに言われると、歯止めをきかせられなくなるぞ」

　正周は困ったように笑い、そっと顔を近づける。そして、春那の唇に優しく口付けた。

「ん……」

　はじめは触れるだけの、可愛らしいキスを何度か続ける。春那の中のキスのイメージは、まさにこれだった。

　ついばむように唇を重ね、だんだんと深くなっていく。唇を舌で舐められ、春那は思わず口を開いた。

「いい子だ」

　正周は春那の後頭部を手で押さえ、舌を差し込む。

（朝からこんなキスをする、なんて……）

　濃厚でいやらしい口付けに驚きながらも、春那は彼を受け入れた。

「んっ……ふ……」

　舌を絡ませ合うだけで、下腹部がうずく。これは、朝からまた身体を重ねることになるのだろうか。春那がそんなことを思った瞬間、玄関の扉が開く音が聞こえてきた。

「あっ……」

「……加賀さんか。おはようのキスは、ここまでだな」

　春那から反射的に離れた正周は、苦笑しながらそう言った。

　二人は布団から出て、乱れた浴衣を整える。

　両想いになれた幸せで頭がいっぱいになった春那はすっかり忘れていたのだが、今日は結納の日だったのだ。

　結納を行う料亭に向かうため、加賀に手伝ってもらいながら、春那はいつの間にか用意されていた上品な訪問着を着つける。

（そういえば、この間いい着物が送られてきたってお母さんから連絡が来ていたな……）

　数日前から母は常識的な仕事量に戻して、自由で楽しい日々を送っているようだ。色々あってまだ家には招待出来ていないが、今日は結納なので久々に母に会うことが出来る。

　楽しみだと思いながら玄関に行くと、正周が待ってくれていた。彼は春那のことを見て、嬉しそうに目を細める。

「よく似合っているな」

　そう言う正周は、いつもとあまり変わらない余所行きの着物を身にまとっている。振り袖と正礼装を着るほどかしこまった行事ではないからだろう。

「ありがとうございます」

　はにかみながらお礼を言い、春那は言葉を続ける。

「そういえば、結納ってどんなことをするのでしょうか。とても厳かな儀式というイメージがあるのですが……」

「あまり気負う必要はない。結納と言っているだけで、顔合わせの食事会のようなものだ。もちろん、本来の結納はそういうものではないが」

　正周の言う通り、その後の結納は厳かな儀式というより和気あいあいとした食事会に近かった。




「あの正周が、自分で結婚相手を見つけてくるとはね……」

　正周の父である菘木右膳の社長、菘木輔たすくはにっこりと微笑んだ。

　社長には入社した際挨拶をしたことがあり、その時は正周ほどではないにしろ、それなりに厳格そうな雰囲気だったのだが……今日の彼は社長ではなく父の顔だけを見せているようだ。想像よりもずっととっつきやすい雰囲気で迎えてくれた。

　料亭の一室に、正周の両親と正周、春那、春那の母の五人が集まり、美味しい和懐石を楽しみながら談笑する。

「春那さんがうちの社員だという話は聞いていたんだがね、実はこうしてお会いするまで、半信半疑だったんだよ」

「少しは俺を信用してください、父さん」

　正周は困ったように眉を下げて笑う。

（これが、正周さんが家族に見せる表情なんだ……）

　そんなことを考えながら横顔をじっと見ていたら、正周の母、菘木頼子よりこが話しかけてきた。一目見ただけで正周と親子だということが分かるくらい二人はよく似ている。正周は母親似らしい。

　頼子も少し冷たい印象を持たれそうな容姿をしているが、実際は違うようだ。

「春那さん、家で窮屈な思いはしてませんか？　正周が冷たいことを言っているのではないかと心配で……」

「いえ、全く！　とても伸び伸びと暮らしています」

「母さんも父さんも、俺のことを冷血漢が何かだと思っているんですか？」

　心外そうな正周を見た後、輔と頼子は顔を見合わせ笑う。

「ふふ、ごめんなさい。そんなつもりはなかったんだけどね」

「とにかく、うまくやっていけそうならそれでいいんだ」

「そうそう。正周が幸せそうで何よりだわ」

　そんなやり取りを春那の母は微笑ましげに眺めた後、こちらに耳打ちをしてきた。

「いいご家族ね」

　母の言葉を聞いて、春那は小さくうなずく。許婚の事件はすっきりしない方法で終わらせてしまったようだが、正周の両親は息子のことを大切に思っているようだ。

（そういえば、結婚した時も親戚から色々言われなくなる、って言ってたな。ご両親は結婚の催促をしていたわけではなかったのかも）

　思ったよりも穏やかな時間を過ごすことが出来、春那はホッとしたのだった。










第六章











　正周と春那は嘘偽りなく円満な夫婦生活を送った。仕事もプライベートも充実した毎日を過ごし、こんなに幸せでいいのかと少し不安すら覚えるほどだった。

　そんなある日のこと。

　春那は高校の同窓会に出なかったのだが、仲のいい友達だけで集まるランチ会に誘われ、顔を出すことにした。友達だけなら大丈夫。そう思っていたのだが……。

「な、なんであなたが……」

　懐かしい友達とのランチを終え、なんとなく解散するのがもったいなくて話を続けていたら、見覚えのある男がこちらにやってきたのだ。

「久し振り、田実さん。俺のこと覚えてるかな」

　彼は春那にトラウマを植え付けた、元クラスメイトの守屋もりやだ。高校生の頃より大人っぽく精悍な顔つきになっているが、見間違えるはずもない。

「……覚えてるよ。守屋くんでしょ」

　春那が小さく返事をすると、守屋は同窓会で春那が欠席したのは自分のせいだと責められたことを話してきた。それで、謝ろうと思ってやってきたらしい。

　守屋の話の後、驚いている春那を見た友達の一人、愛美まなみが申し訳なさそうに口を開く。

「ごめん……！　謝る気があるなら来いって私が言ったんだ」

「そっか。そうだったんだね」

　どんな反応をしたらいいのか判断がつかず、感情を控えて話す。愛美の気持ちも、守屋の気持ちも分からないわけではないが、あまり嬉しいとは思えなかった。

「春那、大丈夫……？」

　同級生の中で一番仲が良かった彩子が、心配そうに耳打ちをしてくる。春那は「大丈夫だよ」と彼女を安心させるように返事をした。

「本当、あの時はどうかしてた。色々ストレスが溜まっていたとはいえ、君を騙して傷つけるようなことをして……ごめん。ずっと謝らなかったのも、ごめん」

　守屋は本気で謝っているのだろうが、春那の気持ちは全く動かされない。時間が経ってからこんなところで謝られても困る、というのが本音だった。それに、首謀者は守屋だったが、他の男子生徒も面白がっていたのだから全員雁首揃えて謝りに来るのが筋ではないのか、とも思ってしまう。

　しかし、友人たちが見ている中で、「許さない」とはさすがに言えない。

「いいよ、もう気にしてないから」

　許したつもりはないが、気にしてないというのは本心から出たものだった。正周と出会ったことで、あの出来事は春那の中で過去のものになったからだ。

　なんてことを守屋は知るよしもなく、許されたと思ったようでパッと表情を明るくする。

「許してくれてありがとう。……あ、そうだ田実さん、良かったらこの後一緒にどこか行かない？」

「……ん？」

「デートのお誘いなんだけど、ダメかな」

「はあ？　なに調子に乗ってるのよ」

「同窓会の時、つい最近付き合い始めた彼女がいるって言ってたじゃん」

　友人たちに責められるが、守屋は気にしていない様子で「実は色々あって彼女とは別れたんだよ」と話す。こうして謝りにきたから少しは変わったのかと思ったが、中身は高校時代とさして変わっていないようだ。

　ちょっと前までの春那なら、守屋を前にしてかたまっていたかもしれない。彼に流されていた可能性すらある。

　だが、今は違う。

「ごめんなさい。私、結婚してるから」

　ハッキリと断ると、その場にいる全員が「ええ!?」と驚嘆の声をあげた。

「春那、結婚してたの!?　そんなビッグニュースがあったなら話してくれればよかったのに！」

「みんなの思い出話が面白くて、中々言い出せなかったんだよね」

「結婚式はもう挙げたの？」

「いや、まだだよ。親族だけで神前式をやる予定」

「驚いたな……指輪してないから、当然結婚はしていないものだと思ってたよ」

　守屋にそう言われて、春那は初めて自分が指輪をしていない事実に気が付いた。

　何もつけていない手を、じっと見つめる。

（そういえば、指輪の話は今までも一切出てないような……。菘木家は指輪をつけない主義なのかな）

　輔と頼子はどうだったのか思いだそうとしてみるが、手元をしっかり見た記憶がない。

「確かに指輪はないけど、とにかく結婚したのは本当だよ。名字も田実から菘木に変わってて……」

　嘘だと思われたらどうしようと少し焦りながら話をしていたら、友人たちの表情が変わった。まるで芸能人を見かけたような顔だ。

「どうしたの？」

　不思議に思って首を傾げたその時、後ろから肩をポンと叩かれた。

「こんなところにいたんだな、春那」

「え……？」

　後ろを振り向くと、そこには正周の姿があった。

「正周さん、なんでここに……？」

「偶然通りかかったら、君によく似た後ろ姿を見かけたんだ。俺との結婚の話をしているようだったから、割り込ませてもらった」

　着物が良く似合う正周を見て、友人たちは目をキラキラさせる。

「も、もしかして、春那の旦那さんって……」

「ええ、俺ですよ。妻がお世話になってます」

　正周は春那の腰を抱き、にっこりと余所行きの笑顔を向ける。こう見ると、確かに自分の笑顔と似ているような気がした。

「妻のピンチに駆け付けるなんて、王子様みたい！」

「春那のヒーローだね！」

「いやいや、俺はピンチを作ったつもりはないんだけど……」

　守屋は一応反論するが、さっきまで調子づいていた雰囲気はなくなっている。

「また今度、馴れ初めとか色々聞かせてね！」

「うん、話せる範囲で話すよ」

　興味津々な友人たちと、すっかり落ち込んだ様子の守屋と別れ、春那と正周はその場を後にした。

　二人並んで歩きながら、春那は正周のほうをちらりと見る。

「どうした、気になることでもあるのか？」

「ええ。……さっきの、偶然じゃないですよね？」

「あ……ああ、まあな」

　正周な気まずそうに笑いながら、「実はあえてカフェの近くで買い物をしていた」と白状した。本当はちょうどいいタイミングで迎えに行くつもりだったのだが、守屋が乱入したので少し様子を見ていたらしい。

「じゃあ、私たちの会話も聞こえてたんですか……？」

「全部じゃないが、ところどころはな。……指輪の話も少し聞こえた」

「……その話も聞こえていたんですね」

　指輪についてはどんな反応をしたらいいのか分からず、正周の出方を待っていたら、彼は少し考える素振りを見せた後に話し始めた。

「君のことを縛り付けることになるような気がしたから、指輪の話を俺からするつもりはなかったんだが……君はどう思う？　つけたいと、思ってくれているだろうか」

　その言い方からして、どうやら正周は指輪肯定派になったようだ。指輪で相手を縛り付けるというのは少し大げさに感じられたが、正周が春那を束縛したくなったのだと考えると、正直嬉しく思ってしまった。にやけそうになる口元を少しおさえて、春那は「私はつけたいです。正周さんはどうですか？」と聞いてみる。すると彼は食い気味に「俺もつけたいと思う。早速だが、指輪を見に行こう」と話した。

　こうして二人は急遽指輪を見に行き、シンプルだが美しいデザインのものを見つけ即決。左手の薬指につけて帰ることに。

　結婚した際もそうだったが、何かをすると決めた時の正周の行動力は半端じゃないと、春那は改めて思った。
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「この後なんだが、ホテルに行かないか？」

　帰りの車の中で、正周が突然予想もしていなかったことを言い出した。

「え、ホテルって……まさか……」

「いわゆるラブホテルというやつだな」

　正周の口からラブホテルという言葉が出ると思っていなかった春那は、ドギマギしながら助手席から彼のことを見る。

　今までずっと家で身体を重ねてきたので、ラブホテルに行ったことはない。行く必要性も感じていなかったのだが、正周はそうではないようだ。

「ラブホテル、行きたいんですか……？」

「今家に帰ったら、加賀さんがいるからな。それと……」

「それと……？」

「もう一つの理由は、着いてから話す。……で、どうする？」

　正周は運転しながら、ちらっと春那のことを見る。彼の瞳の奥には、既に欲望が見え隠れしていた。

　まだ明るい時間なのに、彼がその気になるのは珍しい。春那はドキドキとうるさい胸を押さえながら、小さくうなずく。

「……い、行きます」

「よし、決まりだな」

　この日は急遽、ラブホテルに泊まることになった。
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「んっ……ふ……」

　部屋に入るや否や、正周は春那を抱きしめ、キスをする。ついばむように何度もキスをされたことで、春那の中でもしっかりとそういうスイッチが入った。

　このまま進めてしまってもいいのだが、車の中では言ってくれなかったことがどうしても気になる。

「ん……あの……」

「どうした？」

「ラブホテルに行きたかったもう一つの理由って、なんだったんですか……？」

「ああ、その話か」

　正周は小さく笑って、春那の手を取りベッドに向かった。ラブホテルというだけあって、ベッドはかなり広い。キングサイズはあるように見える。

「……ベッドでしたかったからですか？」

　正周が中々答えを言ってくれないので、春那は自分で理由を考えてみた。しかし彼は小さく首を横に振る。

「いや、ベッドが良かったわけじゃない。いつものような布団の部屋でも構わなかった」

　そう話し、正周は春那を押し倒した。かすかにベッドが軋む音が聞こえ、今はいつもと違うのだと感じる。春那は少し緊張しながらも、正周の次の言葉を待った。

　正周はされるがままにベッドに倒れた春那を楽しそうに見て、口を開く。

「俺はただ……防音がしっかりされている部屋でしたかったんだ」

「防音……？」

「ここならいくら喘いでも、誰かに聞かれる心配がないだろ？」

　そこまで言われて、春那はやっと正周が言いたいことを理解した。

「君は家でするとき、いつも声を気にしているようだったからな。でもここなら遠慮はいらない。好きなだけ喘ぐといい」

「そ、そんなこと言われても……！」

　春那はもう、声を我慢するクセがついている。行為に夢中になってしまうことも多々あるが、それでも好きなだけ嬌声をあげたことはない。

「難しいだろうな。だから、いつも以上に君を気持ちよくさせようと思う」

　そう言って正周は春那の左手を取り、薬指にある指輪に唇を落とした。彼はわざと、ちゅっというリップ音をたてる。これだけならそこまでいやらしい行為ではないはずなのに、妙に情欲をかきたてられるのは何故なのだろう。

　初めての時なんて気絶するほど絶頂しており、その後も正周にはいつもかなり気持ちよくさせられている。

（それなのに、いつも以上に気持ちよくさせるって……ちょっと怖いくらい、だけど……）

　不思議と、春那の胸は高鳴っていた。

「一体、何をするんですか……？」

「君の新しい性感帯を見つけるつもりだ」

　正周は耳元で吐息混じりに囁き、そのまま春那の耳たぶを舐めた。

「っ……！　み、耳を責めるってことですか……？」

「耳だけじゃない。首や、お腹……太もも……普段はあまり触れないところに触れていく」

　そう言って、正周はそっと春那の腹を撫でる。そしてほぼ同時に、耳たぶを甘噛みした。

「ひゃっ！」

　思わず声をあげて身体をびくりと震わせる春那を見て、正周は楽しそうに口角をあげる。

「随分反応がいいな。噛まれるのが好きなのか？」

「それは……分からないです、けど……」

　正周の唇の間から見え隠れする白くて綺麗な歯を眺めながら、春那は言いよどむ。

「分からないけど、なんだ？」

「……あの時、首を噛まれたのを思い出したんです」

　正周が酔って春那の首筋を噛んだ時のことだ。正周も思いだしたようで、少し気まずそうに「ああ……」と小さく息を吐く。

「あの時は……すまなかった。全面的に俺が悪い。噛むのはやめよう」

「い、いえ、やめてほしいと思ったわけじゃなくて……」

「だが、いきなり首を噛まれて怖かっただろ？」

「確かに、怖くなかったと言えば嘘になりますが……それは、両想いじゃなかったからだと思います」

「……今なら違うと？」

「はい。耳たぶを甘噛みされて、なんだかドキドキしましたし……」

　自分からこんなことを言うなんて恥ずかしいと思っていたが、正周に罪悪感を残したくない一心で話を続ける。

「今なら首を噛まれても気持ちいい、かもしれないなって……」

「……なるほど」

　正周は嬉しそうに微笑んで、「君がそう言うなら」とつぶやき、春那の首筋に噛みついた。もちろん思い切りではなく、優しく、愛おしむように。

「んぁっ……」

　愛されていると分かった上で噛みつかれるのは、不思議な感覚だった。急所を責められているのに、恐怖感はない。心臓がドキドキとうるさく音を立てる。

「はぁ……ん……」

「首を噛まれて興奮するなんて、君も中々物好きだな」

「い、言わないでください……」

「それは本心じゃないな。こうして言葉で責められるのも好きだろ」

　正周は意地悪な笑みを浮かべ、先ほどよりも少し強く噛みついた後、その場所を舐めた。

「んんっ……」

「良さそうだな」

　腹を撫でていた手は、少しずつ下に伸びていく。彼の指がへその下に到達すると、下腹部がじんわりと熱くなった。

「さてと……次は、こっちだな」

　正周はゆっくりと太ももを撫でたあと、内ももを刺激する。スカートの中に手を入れ、太ももの付け根まで触れていく。

「あっ……」

　そのまま秘部に触れてくれると思った春那の、期待を込めた声があがる。しかし、正周はやわらかい内ももを撫であげるだけで、秘部に手を伸ばさなかった。

（あれ、なんで……？）

　疑問に思って正周のほうを見る。すると彼は「どうした？」と聞いて来た。こうして尋ねているが、彼は春那が何を思っているのか分かっている顔をしていた。

「ちょっと、もどかしいなって思って……」

「もどかしく感じるように触っているんだから、そうなるのは当然だな」

　正周にギリギリのところを撫でられ、春那は思わず身体をよじる。既に熱くなっている場所に、触れてほしくてたまらない。

（私、いつからこんなにいやらしくなったんだろう……）

　気持ちが繋がってから、正周とは何度も肌を重ねている。そうしていくうちに、快楽を求める身体になってしまったようだ。

「正周さん、私、もう……」

「ダメだ。さっき俺が話したことを忘れたのか？　もっとじっくり、責めてやるから……」

「む、無理です……！　触ってください、正周さん……」

　普段なら何かを求めたりしない、恥ずかしがり屋の春那の必死なおねだりを聞いて、正周はごくりと生唾を飲み込む。

「っ……君は、俺を煽るのがうまいな」

　目が潤んでいる春那を眺めた後、正周は彼女の服を脱がせ、自分も脱いだ。

　一糸まとわぬ姿になった正周を見て、春那はこれからの行為に胸を膨らませる。

「……予定変更だ。君の願いをかなえてやる」

　正周は春那の脚の間に入り、既に濡れそぼった秘部に舌を這わせ、中に指を入れた。

「んぁっ……！」

　やわらかい舌で陰核を舐られ、秘部の中は指でこすられる。期待していた以上の刺激に、春那はよりいっそう淫猥な声をあげた。

「はぁ、ん……あんっ……」

　当初の目的である春那の声を聞くというのは、ここで既に達成したも同然だ。聞いているだけで興奮してしまう彼女の声に耳を傾けながら、敏感な場所を指の腹で刺激する。

「君は確か……ここが好きだったよな」

「あふっ……ダメ、そこは……」

「ダメ……？　ここを愛撫してほしいと懇願したのは君だろう？」

「そう、です、けど……んぁっ……ふ……っ……！」

　春那が感じていることを知っている正周は、容赦なく責め立てる。陰核を唇でしごかれ、吸い上げられたその時、春那の身体に電流のようなものが走った。

「ああっ……！」

　下半身にびりびりとした痺れを感じた後、脱力する。

　春那が果てたことに気づいた正周は、少しだけ残念そうな表情をした。

「イッた時の顔を見られなくて残念だな」

「そ、そんな顔、絶対にだらしないし、見なくていいです……」

「俺は、君のだらしない顔も見たいんだ」

　正周は春那の目じりにキスをして、猛った彼自身を秘部に押し当てる。

　入り口に当てられただけで分かるその質量に、春那は息をのんだ。

（この感覚、何度しても慣れないな……）

「入れても、いいよな？」

　どんなに興奮しても、正周がこの質問を忘れることはない。春那が小さくうなずくと、彼はゆっくりと中に自信を埋めていく。十分濡れていることもあり、春那は彼をすんなり受け入れた。

「ん……」

「……まだ、痛むみたいだな」

「大丈夫です。初めての時よりは、全然……」

　いまだに、中に入った瞬間だけはぴりりと痛む。しかし今言ったように、最初よりはずっと楽だった。

　痛みなんて一瞬で忘れてしまうくらい、彼と繋がる快感が強くなっている。

「はぁ……ん……」

「……よし、全部入った。今度こそ、君の顔をじっくり見させてもらうからな」

　そう言って、正周は春那の脚を軽く持ち上げ、すぐに腰を動かし始める。

「あっ……そんな、いきなり……」

「最初から深いところを突かれるのも、悪くないだろ？」

　確かに悪くない。むしろとてもいいのだが、最初から激しくされたことで、春那はうまく言葉を紡げなくなってしまった。

「んぁっ……ああっ……」

「返事が出来ないほどいいんだなっ……！」

　正周は嬉しそうに微笑み、律動を繰り返す。正周の荒い息遣いと、春那のいつも以上に大きな嬌声。結合部から発せられるぐちゅぐちゅという淫靡な水音。布がこすれ合い、ベッドが軋む音。

　耳に入る音全てがいやらしく、二人の気持ちをひどく高揚させる。

「君を抱くときも冷静でいたいと思っているのに……結局いつも、我を忘れそうになる……くっ……」

　そう言いながら、正周は腰を大きくグラインドさせ、春那が感じる場所をピンポイントでこすり上げる。

「あっ……」

　その度、春那は自分が軽く絶頂したような感覚に陥る。そして同時に、少し寂しさも覚えていた。

（もっと、密着したい……正周さんの体温を感じたい……）

　二人は今も繋がっているのだが、上半身は離れた状態だ。春那は身体を揺さぶられながらも、彼に向けて手を伸ばす。

「ん……どうした？」

「正周さん、抱きしめて……」

　それは、春那としては精一杯の甘え方だった。彼女のか細い声を聞いた正周は息をのんだ後、すぐにぎゅっと抱きしめた。

「可愛いな、君は……」

　そう耳元で囁かれ、血液が沸騰したように熱くなり、春那の体温が一気に上昇した。そしてそれと同じくらい、正周の身体も熱い。

　彼も同じように興奮して、快感を覚えている。それがたまらなく嬉しく感じ、春那は彼を抱きしめる腕の力を強めた。

　しかしその力も、すぐに快楽によってすぐにゆるんでしまう。

「ひぅ……あっ……すご、い……！　私、もう……」

「イキそうか？」

　こくこくとうなずくと、正周は「俺もだ」とつぶやき、春那を抱きすくめて力強く腰を振った。

　がくがくと身体を揺さぶられる。普段の彼からは想像できないほど強引に穿たれ、快楽を与えられ、春那は嬌声をあげること以外出来なくなる。

　甘い快楽の渦が、春那を飲み込んでいく。

「愛してる……俺とずっと、一緒にいてくれ……！」

　正周からの愛の言葉にも、うまく返事が出来ない。言葉で返す代わりに、自分から彼にキスをした。

「んっ……」

　正周は一瞬驚いたように目を見開いたが、すぐに舌を絡めてきた。

　深く口付けたまま、腰の動きを速める。加速していく律動が、彼も絶頂目前であることを教えてくれる。

「んぁっ……！」

　その直後、言葉では表現できないほどの快感が、春那を包み込んだ。

「ふ……んんっ……！」

「くっ……」

　身体の中に、あたたかいものが広がっていく。春那とほぼ同時に、彼も果てたようだ。

　心地よい疲労感を覚えながら、二人はもう一度唇を重ねる。先ほどのような舌を絡めるキスではなく、触れ合うだけの優しいものだ。

「ん……正周さん……」

「……なんだ？」

「私も、愛してます。ずっと……ずっと一緒にいましょう」

　先ほどの愛の言葉に返事をすると、正周は困ったように眉を下げた。

「……あれ、私、変なことを言いましたか？」

「いや、君の言葉はすごく嬉しいんだが……今そんなことを言われるとな……」

　その時、春那は正周が何故困った顔をしたのか理解した。今果てたばかりの彼自身が、春那の中でまた熱を持ち、かたくなったのだ。

「君が可愛すぎて、また勃ってしまったらしい。君さえ良ければ、もう一回……」

　正周が言いきる前に、春那は彼を抱きしめ、うなずいた。明日は二人とも休みである上に、このホテルで一泊することは既に決まっている。何度しても問題はない、はずだ。

「今日は、正周さんが満足するまで、しましょう」

「ありがとう。それなら……俺が満足するまで付き合ってもらおうか」

　そう言って、正周はどこか妖艶な笑みを浮かべた。甘くて激しい淫靡な時間がまた始まるのだと思い、春那は大きな期待で胸を膨らませた。
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　入籍してから半年ほど経った頃、二人は神前式を行った。正周は紋付き羽織袴、春那は白無垢を身にまとい、神前にて愛を誓う。

「私共は今日を佳き日と定め、御神前で結婚の儀式を行いました。今後も信頼と愛情を以て、輔たすけ合い励まし合って、良い家庭を築いていきたいと存じます。何卒、幾久しく（いくひさしく）お守りください」

　低くて凛々しい、正周の声が響く。心を落ち着かせないといけないのに、彼の声を聞いているだけで、胸が高鳴ってしまう。

　誓詞奏上を終え、正周と春那は見つめ合った。最初は怖いとすら感じていた黒い瞳も、今はどうしようもなく愛おしく感じる。

（正周さんとこんなに幸せな結婚が出来るなんて、思っていなかったな）

　はじめこそ二人の間に愛はないと思っていたが、今、二人はお互いを愛し合う本物の夫婦だ。

　この喜びを爆発させて、正周を抱きしめキスをしたい衝動に駆られるが、さすがに神前式でそれは出来ない。

　正周は春那の気持ちを読み取ったのか、クスッと笑って耳元に唇を寄せた。

「キスなら、あとでいくらでもしてやるから」

　吐息混じりの甘い声で囁かれ、春那の心臓がドキリと音を立てる。正周は春那を落ち着かせるために言ったのかもしれないが、余計鼓動が速くなってしまった。

（私はきっと、これからもずっと正周さんには敵わないんだろうな）

　春那はそう思いながら、自分も彼の耳元で囁く。

「……約束、ですからね」

「ああ」

　式を終えた後、二人は気が済むまで愛しあったのだった。
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